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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
も
や
っ

と
桜
の
季
節
が
や
っ
て
き

た
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
名
所

は
な
ん
と
言
っ
て
も
セ
ン
ト

ラ
ル
パ
ー
ク
。
こ
の
週
末

は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
ま
だ

蕾
で
、
オ
カ
メ
桜
だ
け
が
咲

い
て
い
た
。
気
温
も
華
氏
80

度
（
摂
氏
25
度
）
と
初
夏
を

思
わ
せ
る
陽
気
で
暖
か
っ
た

せ
い
か
、
芝
生
の
公
園
シ
ー

プ
メ
ド
ウ
ズ
も
ピ
ク
ニ
ッ
ク

を
す
る
市
民
や
観
光
客
で
賑

わ
っ
た
。
ベ
セ
ス
ダ
テ
ラ
ス

近
く
の
オ
カ
メ
桜
に
も
多
く

の
観
光
客
が
集
ま
っ
て
春
の

日
差
し
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
植
物
園
の

桜
ま
つ
り
は
有
名
で
４
月
26

日（
土
）か
ら
５
月
11
日（
日
）

ま
で
開
催
さ
れ
る
。
花
見
ナ

イ
ト
は
22
日
（
火
）
か
ら
25

日
（
金
）
ま
で
の
午
後
５
時

か
ら
8
時
30
分
ま
で
。
こ
の

ほ
か
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は

リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
、
ル

ー
ズ
ベ
ル
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
な

ど
に
も
桜
の
木
が
あ
り
、
花

見
客
で
賑
わ
う
。
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ
で
は
一
足
早
く
ポ
ト

マ
ッ
ク
河
畔
の
３
８
０
０
本

の
桜
が
３
月
28
日
に
満
開
宣

言
し
、
今
月
13
日
ま
で
全
米

桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
て
い

る
。
桜
前
線
た
だ
い
ま
北
上

中
だ
。（
３
月
28
日
午
後
３

時
、セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
、

写
真
・
植
山
慎
太
郎
）

　

都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
の

ジ
ャ
ン
ノ
・
リ
ー
バ
ー
会
長
兼

Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
３
月
19
日
、
年
内
で

メ
ト
ロ
カ
ー
ド
の
販
売
を
終
了

す
る
と
発
表
し
た
。
今
後
は
非

接
触
型
タ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ゴ

ー
決
済
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
Ｏ

Ｍ
Ｎ
Ｙ
（One Metro New 

York

）
で
運
賃
を
支
払
う
こ
と

に
な
る
。
Ｏ
Ｍ
Ｎ
Ｙ
は
デ
ジ
タ

ル
ウ
ォ
レ
ッ
ト
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

直
接
支
払
え
る
シ
ス
テ
ム
。
リ

ー
バ
ー
氏
は
「
32
年
を
経
て
メ

ト
ロ
カ
ー
ド
に
別
れ
を
告
げ
、

未
来
の
運
賃
支
払
い
シ
ス
テ
ム

に
全
面
的
に
乗
り
出
す
時
が
来

た
。
タ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー

は
す
で
に
65
％
の
利
用
者
に
選

ば
れ
て
お
り
、
簡
単
で
便
利
で

あ
る
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
割

引
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
利
用

者
に
お
金
を
戻
す
こ
と
が
で
き

る
」
と
述
べ
た
。

　

メ
ト
ロ
カ
ー
ド
は
１
９
９
４

年
、
金
属
製
ト
ー
ク
ン
の
代
替

品
と
し
て
発
売
さ
れ
、
通
勤
や

観
光
客
な
ど
多
く
の
利
用
者
に

使
わ
れ
て
き
た
。
Ｍ
Ｔ
Ａ
に
よ

る
と
メ
ト
ロ
カ
ー
ド
の
販
売
は

今
年
い
っ
ぱ
い
だ
が
２
０
２
６

年
末
ま
で
利
用
可
能
。
ま
た
、

Ｏ
Ｍ
Ｎ
Ｙ
は
改
札
機
に
か
ざ
す

こ
と
で
運
賃
の
支
払
い
が
で
き

る
カ
ー
ド
も
販
売
。
カ
ー
ド
は

５
ド
ル
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
、
自

動
販
売
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る

地
下
鉄
駅
、
Ｃ
Ｖ
Ｓ
な
ど
で
ロ

ー
ド
／
リ
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
購
入
可
能
場
所

な
ど
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://omny.info/

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
３
月
20

日
、
教
育
省
の
閉
鎖
を
開
始
す

る
よ
う
命
じ
る
大
統
領
令
に
署

名
し
た
。
教
育
省
の
リ
ン
ダ
・

マ
ク
マ
ホ
ン
長
官
に
対
し
て
、

法
律
で
規
定
さ
れ
た
範
囲
内
で

同
省
の
閉
鎖
を
促
進
し
、
教
育

に
関
連
す
る
権
限
の
州
・
地
方

自
治
体
へ
の
返
還
に
向
け
て
、

あ
ら
ゆ
る
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
こ
と
を
指
示
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
「
米
国

は
生
徒
１
人
当
た
り
の
教
育
費

が
他
国
を
は
る
か
に
上
回
る

が
、
成
果
に
つ
い
て
は
最
下
位

に
近
い
。
教
育
省
を
で
き
る
だ

け
早
く
閉
鎖
し
、
教
育
を
各
州

に
戻
す
」
と
表
明
し
た
。
障
害

を
持
つ
子
供
ら
へ
の
資
金
援
助

機
能
な
ど
は
維
持
す
る
と
し

た
。

　

教
育
省
は
教
育
機
会
の
均
等

化
を
目
指
し
、
小
中
高
校
へ
の

助
成
金
や
奨
学
金
の
交
付
、
学

生
ロ
ー
ン
の
運
営
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
大
統
領
令
に
合
わ
せ

て
提
出
さ
れ
た
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
の
フ
ァ
ク
ト
シ
ー
ト
に
よ
れ

ば
、
同
省
は
１
９
７
９
年
の
設

立
以
降
、
教
育
予
算
を
拡
充
し

て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学

力
は
向
上
し
て
こ
な
か
っ
た
な

ど
と
し
て
、
連
邦
政
府
主
導
の

教
育
行
政
制
度
を
非
効
率
だ
と

断
定
、ま
た
Ｄ
Ｅ
Ｉ
（
多
様
性
、

公
平
性
、
包
摂
性
）
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
を
押
し
付
け
て
き
た
こ

と
も
問
題
視
し
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
民
主
党
議

員
ら
は
相
次
い
で
反
発
す
る
声

明
を
出
し
た
。
連
邦
下
院
の
ハ

キ
ー
ム
・
ジ
ェ
フ
リ
ー
ズ
民
主

党
院
内
総
務
（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

選
出
）
は
「
教
育
省
を
閉
鎖
す

れ
ば
、
全
国
の
公
立
学
校
に
通

う
何
百
万
人
も
の
子
供
た
ち
、

そ
の
家
族
、
そ
し
て
勤
勉
な
教

師
た
ち
に
悪
影
響
が
及
ぶ
。
ク

ラ
ス
の
規
模
は
急
増
し
、
教
師

は
解
雇
さ
れ
、
特
別
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
削
減
さ
れ
、
生
活
費

が
す
で
に
高
す
ぎ
る
こ
の
時
期

に
大
学
の
学
費
は
さ
ら
に
高
く

な
る
だ
ろ
う
」
と
の
声
明
を
出

し
た
。

　

グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ミ
ー
ク
ス
下

院
議
員
（
民
主
党
、
ク
イ
ー
ン

ズ
区
）
は
「
共
和
党
の
学
生
に

対
す
る
攻
撃
は
、
教
師
の
解
雇

に
よ
っ
て
ク
ラ
ス
の
規
模
を
拡

大
し
、
障
害
を
持
つ
子
供
た
ち

を
傷
つ
け
、
大
学
や
職
業
訓
練

を
手
の
届
か
な
い
も
の
に
す
る

だ
ろ
う
」
と
し
、「
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
と
イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク

氏
は
、
再
び
連
邦
政
府
職
員
の

生
活
を
ひ
っ
く
り
返
し
、
全
国

の
何
百
万
人
も
の
人
々
を
傷
つ

け
た
。
す
べ
て
は
富
裕
層
へ
の

減
税
に
充
て
る
資
金
を
調
達
す

る
た
め
に
、
不
可
欠
な
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
政
府
支
出
を
削
減

す
る
た
め
だ
」
と
述
べ
、
憤
慨

を
隠
さ
な
い
。

　

ミ
ー
ク
ス
下
院
議
員
は
ま

た
、「
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
命

令
は
「
連
邦
機
関
を
廃
止
す
る

権
限
は
議
会
の
み
に
あ
る
た

め
、
我
が
国
の
民
主
主
義
を
露

骨
に
無
視
し
て
い
る
」
と
述
べ

た
。
教
育
省
の
閉
鎖
は
議
会
で

の
法
案
通
過
が
必
要
と
な
る
。

共
和
党
は
上
院
で
53
対
47
の
多

数
派
だ
が
、
重
要
法
案
の
成
立

に
は
60
票
が
必
要
で
あ
り
、
民

主
党
議
員
７
人
の
賛
成
が
必
要

と
な
る
。
閉
鎖
を
疑
問
視
す
る

共
和
党
議
員
も
お
り
、
困
難
と

見
ら
れ
る
。

教
育
省
閉
鎖
の
大
統
領
令

民
主
党
が
反
発
、
実
現
は
困
難

　

ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
連
邦
地
裁
で

28
日
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
の

親
パ
レ
ス
チ
ナ
抗
議
運
動
の
指

導
者
マ
フ
ム
ー
ド
・
ハ
リ
ル

氏
（
30
）
が
米
移
民
関
税
捜
査

局
（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）
に
よ
っ
て
拘
束

さ
れ
た
問
題
で
、
同
氏
の
釈
放

を
求
め
る
訴
訟
に
つ
い
て
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
継
続
す
べ

き
か
、
そ
れ
と
も
政
府
側
に
有

利
な
可
能
性
の
あ
る
ル
イ
ジ
ア

ナ
州
で
行
わ
れ
る
べ
き
か
に
つ

い
て
の
審
理
が
行
わ
れ
た
。
マ

イ
ケ
ル
・
フ
ァ
ー
ビ
ア
ー
ズ
判

事
は
す
ぐ
に
は
判
決
を
下
さ
な

か
っ
た
が
、
間
も
な
く
判
決
を

下
す
と
み
ら
れ
る
。
ハ
リ
ル
氏

は
３
月
８
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
自
宅
で
米
移
民
関
税
捜
査
局

（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）
に
令
状
な
し
で
拘

束
さ
れ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
「
テ
ロ

リ
ス
ト
の
同
調
者
」
だ
と
判
明

し
た
留
学
生
は
国
外
追
放
す
る

と
述
べ
て
い
る
。
国
土
安
全
保

障
省
（
Ｄ
Ｈ
Ｓ
）
は
ハ
リ
ル
氏

の
拘
束
に
つ
い
て
、
反
ユ
ダ
ヤ

主
義
を
禁
止
す
る
ト
ラ
ン
プ
氏

の
大
統
領
令
に
沿
う
も
の
だ
と

し
て
い
る
。
同
省
は
ハ
リ
ル
氏

を
「
ハ
マ
ス
と
連
携
し
た
活

動
」
の
主
導
者
だ
と
非
難
し
て

い
る
。
一
方
、
ハ
リ
ル
氏
は
抗

議
学
生
と
大
学
当
局
と
の
間
の

交
渉
に
当
た
っ
て
い
た
だ
け
だ

と
し
て
い
る
。
ハ
リ
ル
氏
は
永

住
権
を
持
つ
合
法
的
な
居
住
者

で
あ
り
、
４
月
出
産
予
定
の
米

国
市
民
と
結
婚
し
て
い
る
。

永
住
権
持
つ
学
生
の
拘
束

釈
放
訴
訟
近
く
判
断

メ
ト
ロ
カ
ー
ド
年
内
で
終
了

Ｏ
Ｍ
Ｎ
Ｙ
カ
ー
ド
も
販
売
へ

桜
前
線
が
北
上
中

Ｎ
Ｙ
で
も
お
花
見
シ
ー
ズ
ン
が
到
来

www.saitollp.com
http://hinomaru-limo.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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2025年（令和 7年）4月 5日（土） ［広　告］　　（2  ）
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（3）　　 ［総　合］ 2025年（令和 7年）4月 5日（土）

４月NY日系人会の行事
■ 4月 4日（金）10:30am-12pm Apple kids企画「灘田篤子
さん指導の未就学児童向け音楽とアートで遊ぶクラス」無料
です。

■ 4月 5日（土）10am-12pm JAA日本語教育委員会主催「春
の日本語教育研修会：教育支援ツールとしての生成 AI」　講
師：早稲田大学李在鎬（り じぇほ）教授を迎えて行います。

■４月 7日（月）1pm-5pm NYC Dept. Of Aging/HIICAP主催「メ
ディケア説明と相談室」

■ 4月 10日（木）10am-12pm 「笠野玲子弁護士による無料
電話法律相談」笠野玲子弁護士が移民法以外の諸問題の相談
にお答えいたしますのでご予約下さい。各３０分。

■ 4月 10日（木）12pm－ 2pm「4月の第一敬老会」BentOn
のお弁当、元タカラジェンヌ加茂うららさんのライブ、ピア
ノ三上クニさんをお楽しみください。会費：＄５要予約。敬
老会参加、デリバリー、ピックアップのご予約ください

■ 4月 12日（土）9:30am-11:00am オンライン JAA　NYシル
バー会共催「リモートお茶会：在宅訪問看護師弓削容子さん
と一緒に楽しく健康から介護まで情報交換しましょう！」

■ 4月 14日（月）10am-12pm 「シニアへの無料ヘアカット」
田原ミチさん、佐々木ノリさん、津田やすこさんと小林はる
かさんが行います。各３０分。お早めに御予約下さい。

■ 4月 16日（水）6pm-7:30pm「将軍出演の AKOさんの
    ” It’s me Ako” 出版記念講演会」無料
■ 4月 17日（木）10am-12pm 「移民法の無料電話相談室」 寺
井真美弁護士がご相談にのります。各１５分。要予約。

■ 4月 17日（木）1pm-2:30pm 「焼山元恵さん指導しあわせ
運びた～い、みんなで楽しい時間をおしゃべりして過ごしま
しょう！」どなたでもご参加できます。参加費 $5

■ 4月 19日（土）11am-2pm 「第 20回 JAAサクラ祭り」　バ
スは午前 10時に日系人会前から出発、午後 3時帰着予定。
参加費（バス代とお弁当）$10（会員）$20（非会員）参加
ご希望の方は、JAAにお申込みください。僧太鼓、沖縄舞踊、
JAAコーラス、民舞座の民踊、天理教鼓笛隊、野点、最後に
花笠音頭をお楽しみ頂きます。

■ 4月 24日（木）12pm－ 2pm「4月の第二敬老会」BentOn
のお弁当、IWAKI Bandの歌と安西弦医師の「健康について
のお話」があります。4月お誕生日の皆さんお集まりくださ
い。会費：＄５要予約敬老会参加、デリバリー、ピックアッ
プのご予約ください。4月のお誕生会をします。

■ 4月 25日（金）6:30pm-8:30pm JAA YP Committee 主催
「Great Japanese American Artists ルース・アサワ＆ジョー
ジ中島の生涯とアート」

■ 4月 27日（日）第 39回 JAA外務大臣杯軟式野球大会開始。
今年は１３チームが参加。

　https://jaabaseball.blogspot.com/
◆第 55回 JAAカレッジ奨学金奨学生募集中
　締切は５月 5日。申込用紙は JAA事務局又下記
　https://jaany.org/education/jaa-scholarship/   

The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 5th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

　

日
本
の
ラ
イ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
や

ド
ラ
マ
、
映
画
な
ど
が
定
額
見

放
題
で
楽
し
め
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス

「Jme

（
ジ
ェ
イ
ミ
ー
）」
で
は
、

4
月
か
ら
新
番
組
が
続
々
登
場

す
る
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド
・
プ
レ
ミ

ア
ム
Ｔ
Ｖ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、
朝

ド
ラ
「
あ
ん
ぱ
ん
」
が
ス
タ
ー

ト
。
ア
ン
パ
ン
マ
ン
を
生
み
出

し
た
や
な
せ
た
か
し
と
暢
の
夫

婦
を
モ
デ
ル
に
、
戦
前
、
戦
中
、

戦
後
の
荒
波
を
乗
り
越
え
、「
本

当
の
正
義
」
と
は
何
か
を
体
現

す
る
ア
ン
パ
ン
マ
ン
に
た
ど
り

着
く
ま
で
を
描
い
た
愛
と
勇
気

の
物
語
。
街
歩
き
の
達
人
・
タ

モ
リ
が
知
ら
れ
ざ
る
街
の
歴
史

や
人
々
の
暮
ら
し
に
迫
る
「
ブ

ラ
タ
モ
リ
」
が
レ
ギ
ュ
ラ
ー
放

送
と
し
て
復
活
。
そ
の
ほ
か
、

ド
ラ
マ
、ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、

大
阪
・
関
西
万
博
開
会
式
な
ど
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
を
北
米
で
唯
一
、

Jme 

だ
け
が
24
時
間
視
聴
可

能
。
ま
た
、
民
放
の
番
組
も
オ

ン
デ
マ
ン
ド
で
数
多
く
と
り
そ

ろ
え
て
い
る
。
5
日
間
無
料
ト

ラ
イ
ア
ル
も
実
施
中
。
詳
細
は 

https://watch.jme.tv

か
ら
。

4月の Jme

春の新番組続々

　

今
年
の
大
阪
万
博
を
記
念
し

て
、
昭
和
歌
謡
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
田
園
ユ
ニ
バ
ー
ス
Ｎ
Ｙ
」
が

４
月
13
日
（
日
）
午
後
２
時
と

６
時
か
ら
の
２
回
、Leonard 

Nimoy Thalia at Peter 
Norton Symphony Space

（
西
95
丁
目
２
５
０
番
地
）
で

初
上
演
さ
れ
る
。
昭
和
・
平
成

時
代
の
懐
か
し
い
歌
謡
ヒ
ッ
ト

曲
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
シ
ョ
ー
。

初
の
海
外
公
演
で
、
日
本
の
昭

和
文
化
を
紹
介
し
異
文
化
交
流

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
元
祖
「
田
園
ユ
ニ
バ
ー

ス
」
は
、
２
０
２
１
年
に
日
本

で
初
演
さ
れ
た
歌
謡
劇
で
、
23

年
12
月
は
大
阪
と
東
京
で
再
演

さ
れ
大
成
功
を
収
め
た
。
主
催

は
ア
ー
ツ
ハ
ン
ド
、
企
画
・
演

出
は
西
郷
輝
美
が
手
掛
け
、
昭

和
歌
謡
と
人
情
物
語
を
組
み
合

わ
せ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
と
し

て
評
価
さ
れ
た
。

　

舞
台
は
１
９
９
７
年
、
大
阪

の
老
舗
キ
ャ
バ
レ
ー
「
田
園
ユ

ニ
バ
ー
ス
」。
看
板
女
優
の
た

ま
き
を
中
心
に
、
大
阪
と
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
キ
ャ
バ
レ
ー
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
人
間
模
様
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
奮
闘
す
る
輝
子

を
は
じ
め
、
日
本
人
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
た
ち
の
日
常
、
そ
し
て
彼

ら
を
支
え
る
人
々
の
温
か
さ
を

描
く
。
演
出
は
俳
優
と
し
て
も

活
躍
中
の
エ
デ
ィ
大
野
ト
ー

ル
。
出
演
者
は
、
た
ま
き
役
に

宝
塚
に
14
年
間
在
籍
し
た
漣
レ

イ
ラ
、
輝
子
役
に
「
ハ
リ
ー
ポ

ッ
タ
ー
呪
い
の
子
」
日
本
公
演

出
演
の
岩
田
華
怜
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
昭
和
歌
謡
シ
ョ
ー
の
第

一
人
者
ト
シ
・
カ
プ
チ
ー
ノ
。

俳
優
の
松
坂
龍
馬
、
さ
ら
に
ド

ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン
のDucky 

&Patsy

や
Ｎ
Ｙ
で
活
躍
中
の

ダ
ン
サ
ー
、
シ
ン
ガ
ー
も
加
わ

る
。
作
中
の
ダ
ン
ス
ナ
ン
バ
ー

は
、
石
川
智
子
、
川
手
恭
治
、

小
野
由
利
加
な
ど
の
多
数
の
振

付
師
が
手
掛
け
た
。

　

入
場
料
は
37
〜
55
ド
ル
（
８

歳
以
上
）。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.symphonyspace.org/
events/vp-from-osaka-to-
nyc-den-en-universe

参
照
。

大阪万博記念
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田
園
ユ
ニ
バ
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ス
Ｎ
Ｙ
公
演

漣レイラ

岩田華怜トシ・カプチーノ

・免責事項・
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大人の教養シリーズ
４講師がオンライン講座

JAAヘルスフェアで

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ)

が
主
催
す
る
第
17

回
春
の
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
で
、
Ｎ

Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

が
企
画
す
る
大
人
の
教
養
シ

リ
ー
ズ
第
９
弾
が
21
日
（
月
）

か
ら
５
月
１
日
（
木
）
ま
で

YouTube

で
無
料
公
開
さ
れ

る
。
日
本
で
活
躍
す
る
４
人
の

有
名
講
師
陣
が
各
30
分
の
担
当

時
間
で
連
続
し
て
セ
ミ
ナ
ー
を

配
信
す
る
。
好
き
な
時
に
好
き

な
講
師
の
講
座
を
視
聴
で
き

る
。
講
師
は
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ラ

ン
ド
（
本
社
大
阪
市
、
河
本
扶

美
子
社
長
）
が
運
営
す
る
マ
イ

ベ
ス
ト
プ
ロ
の
登
録
メ
ン
バ
ー

が
担
当
す
る
。
期
間
限
定
で
日

本
の
事
情
や
生
活
を
豊
か
に
す

る
情
報
を
提
供
す
る
企
画
と
し

て
毎
回
人
気
の
講
座
だ
。

　

今
年
は
、
常
連
の
山
口
里
美

さ
ん
（
一
般
社
団
法
人 

日
本

リ
レ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
協
会

代
表
理
事
）
が
「
あ
な
た
の
実

家
は
大
丈
夫
？
」
と
題
し
、
今

か
ら
で
き
る
空
き
家
対
策
を
解

説
す
る
ほ
か
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト

レ
ー
ナ
ー
の
大
久
保
圭
祐
さ
ん

が
「
気
持
ち
よ
く
伸
ば
し
て
ゆ

る
め
る
！
」
と
題
し
て
身
体
の

感
覚
を
意
識
し
た
肩
こ
り
予
防

ス
ト
レ
ッ
チ
方
法
を
紹
介
す

る
。
ま
た
、
不
動
産
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
藤
木
賀
子
さ
ん
が

「
米
国
在
住
者
が
日
本
の
家
を

購
入
す
る
際
の
注
意
点
」
を
解

説
。
そ
し
て
大
人
向
け
ピ
ア
ノ

指
導
者
の
光
畑
浩
美
さ
ん
が
入

門
講
座
と
し
て
日
本
の
心
を
奏

で
る
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演

奏
方
法
を
伝
授
す
る
な
ど
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
構
成
に
な

っ
て
い
る
。

　

無
料
講
座
だ
が
視
聴
す
る
に

は
登
録
が
必
要
で
、
申
し
込
み

は
Ｅ
メ
ー
ル
でinfo@jaany.

org

ま
で
。
申
し
込
み
者
に
後

日
視
聴
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
ア
ド
レ
ス
を

通
知
す
る
。
問
い
合
わ
せ
は
電

話
２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２

（
Ｊ
Ａ
Ａ
事
務
局
）。

日本語ブーム　米国で高まる

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
は
、
毎
年
行
っ
て

い
る
「
Ｊ
Ａ
Ａ
奨
学
金
」
の
募

集
を
開
始
し
た
。
１
９
７
１
年

に
始
ま
っ
た
同
奨
学
金
制
度
の

こ
れ
ま
で
の
奨
学
生
は
４
０
０

人
以
上
。
そ
れ
ぞ
れ
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

は
じ
め
世
界
各
地
で
活
躍
し
て

い
る
。

　

対
象
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
、
コ
ネ
チ

カ
ッ
ト
州
に
在
住
の
日
本
人
ま

た
は
日
系
人
の
高
校
３
年
生

Ｊ
Ａ
Ａ
奨
学
金
募
集
開
始

　
締
め
切
り
5
月
5
日
正
午 

　
今
秋
米
国
の
大
学
進
学
者
に

海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト藤

田
幸
久 （36）

　

カ
ナ
ダ
の
カ
ー
ニ
ー
新
首
相

は
就
任
直
後
、
米
国
で
は
な
く

先
ず
英
仏
両
国
を
訪
問
し
ま
し

た
。
カ
ナ
ダ
の
国
王
で
も
あ
る

チ
ャ
ー
ル
ズ
国
王
は
破
格
の
歓

迎
を
行
い
、
本
年
中
の
カ
ナ
ダ

訪
問
も
検
討
中
と
言
わ
れ
ま

す
。
旧
宗
主
国
で
も
あ
る
フ
ラ

ン
ス
の
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
は

「
関
税
よ
り
も
国
際
ル
ー
ル
を

尊
重
す
る
公
正
な
貿
易
が
望
ま

し
い
」
と
新
首
相
を
支
援
し
ま

し
た
。

　

両
国
と
カ
ナ
ダ
は
特
別
の
関

係
を
有
す
る
と
と
も
に
、
外
国

人
で
初
め
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀

行
（
中
央
銀
行
）
総
裁
を
務
め

た
カ
ー
ニ
ー
首
相
は
金
融
危
機

対
応
経
験
も
あ
る
欧
州
の
指
導

者
と
し
て
の
定
評
も
あ
る
の
で

す
。
カ
ー
ニ
ー
首
相
は
「
欧
州

以
外
の
国
々
の
中
で
最
も
欧
州

的
な
の
が
カ
ナ
ダ
で
あ
る
」
と

も
強
調
し
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
よ
る
関

税
攻
勢
に
対
し
、
カ
ナ
ダ
は
欧

州
と
の
包
括
的
経
済
貿
易
協

定
（
Ｃ
Ｅ
Ｔ
Ａ
）
を
結
び
貿
易

額
が
7
％
増
加
し
た
他
、
安
全

保
障
面
で
の
協
力
も
拡
大
し
て

い
ま
す
。
米
国
製
品
に
代
わ
る

カ
ナ
ダ
製
品
の
輸
入
拡
大
は
ア

ジ
ア
な
ど
へ
も
広
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
カ
ナ
ダ
は
石
油
や
天

然
ガ
ス
の
対
米
輸
出
を
減
ら
し

て
日
本
や
韓
国
に
回
す
動
き
も

始
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
関
税
以
上
に
「
カ

ナ
ダ
を
米
国
の
51
番
目
の
州

に
」
と
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

発
言
に
反
発
し
た
の
は
、
政
府

以
上
に
国
民
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
で
あ
り
、
国
民
と
企
業
で
し

た
。
米
国
製
品
ボ
イ
コ
ッ
ト
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
爆
発
し
、
約
1
か
月

で
米
国
製
食
品
、
衣
類
、
家
庭

用
品
な
ど
の
売
り
上
げ
が
20
％

減
。
米
国
へ
の
旅
行
の
激
減
な

ど
に
よ
り
、
米
国
人
雇
用
が

1
万
4
０
０
０
人
減
、
な
ど
と

言
わ
れ
ま
す
。
カ
ナ
ダ
国
旗
の

掲
揚
も
増
大
し
ま
し
た
。　

　

加
え
て
、
カ
ナ
ダ
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
戦
力
的
武
器
と
し
て
活

用
す
る
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

米
国
の
輸
入
の
約
60
％
を
占
め

る
石
油
を
始
め
、
天
然
ガ
ス
、

水
力
発
電
、
ウ
ラ
ン
な
ど
の
対

米
輸
出
を
減
ら
し
て
、
他
の

国
々
へ
と
多
角
化
す
る
政
策
で

す
。

　

カ
ナ
ダ
欧
州
連
合
の
誕
生

は
、
こ
う
し
て
、
米
国
中
心
の

世
界
市
場
構
造
に
代
わ
る
新
し

い
市
場
構
造
が
、
世
界
全
体
に

拡
大
す
る
象
徴
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
米
国
や
米
国
民
も

大
き
な
打
撃
を
受
け
る
可
能
性

を
秘
め
て
お
り
、
米
国
と
カ
ナ

ダ
政
府
間
で
の
大
人
の
対
応
が

望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
は
か
つ
て
、
国
境
を
接
す

る
大
国
米
国
に
対
し
て
、
は
っ

き
り
モ
ノ
申
す
カ
ナ
ダ
の
姿
勢

が
日
本
に
も
必
要
だ
と
指
摘
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の

カ
ナ
ダ
欧
州
連
合
の
動
き
は
日

本
に
と
っ
て
も
大
い
に
参
考
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
政
治
国
際
問
題

学
部
客
員
研
究
フ
ェ
ロ
ー
（
英

国
在
）。
慶
大
卒
。
国
際
Ｍ
Ｒ

Ａ
（
現
Ｉ
Ｃ
）
や
難
民
を
助
け

る
会
等
の
和
解
・
人
道
援
助
活

動
を
経
て
国
会
議
員
、
財
務
副

大
臣
、
民
主
党
国
際
局
長
、
等

を
歴
任
。
現
在
、
国
際
Ｉ
Ｃ
日

本
協
会
長
、
岐
阜
女
子
大
特
別

客
員
教
授
も
兼
任
。

カ
ナ
ダ
欧
州
連
合
の
誕
生

で
、
今
年
秋
に
米
国
内
の
大

学
へ
の
進
学
生
。
応
募
方
法

は
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｊ
Ａ
Ａ

の
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
か

ら
、
必
要
事
項
を
用
意
し
５

月
５
日
（
月
）
正
午
ま
で
に

提
出
す
る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トhttps://jaany.org/

education/jaa-scholarship/

を
参
照
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

jaany.org 

ま
で
。　

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
米
協

会
主
催
の
「
日
本
語
フ
ィ
ラ
コ

ン
（
日
本
語
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
・
コ
ン
テ
ス
ト
）」
が
３
月

15
日
、
ハ
バ
フ
ォ
ー
ド
大
学
で

行
わ
れ
た
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
近
郊
で
日
本
語
を
学
ぶ
中
学

や
高
校
生
を
対
象
と
し
た
日
本

語
の
ク
イ
ズ
大
会
で
、
約
70
人

の
学
生
が
参
加
し
た
。

　

22
年
目
と
な
る
今
回
は
、
35

年
程
前
に
高
校
で
日
本
語
を
勉

強
し
、
そ
の
経
験
を
生
か
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
て

い
る
ア
ン
デ
ィ
・
ス
タ
ン
ク
ス

氏
を
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
迎

え
、
外
国
語
の
学
習
が
広
げ

る
「
人
生
の
可
能
性
」
に
つ
い

て
熱
く
語
っ
て
も
ら
っ
た
。
ス

ピ
ー
チ
の
中
で
、
強
調
さ
れ
た

「
重
要
な
３
Ｐ
」Persistence, 

Passion and Power of “yes”

の
話 

は
、
生
き
る
上
で
の
指

針
と
な
る
名
言
で
、
み
ん
な
の

心
に
強
く
響
い
た
。
そ
し
て
、

当
時
高
校
で
彼
に
日
本
語
を
教

え
て
い
た
恩
師
の
ベ
ル
俊
子
先

生
が
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
登
場
す
る

と
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
で
溢

れ
た
。
そ
の
後
、
学
生
た
ち
は

日
本
語
の
習
得
レ
ベ
ル
で
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
既
習
の
文
法

を
駆
使
し
て
語
彙
・
文
化
・
歴

史
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル

の
日
本
語
の
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し

た
。
初
対
面
の
学
生
同
士
で
も

ク
イ
ズ
が
進
む
度
に
親
し
み
合

い
、
ど
の
教
室
も
元
気
な
声
が

響
き
渡
っ
た
。

　

参
加
し
た
学
生
た
ち
は
「
日

本
語
の
ク
イ
ズ
が
す
ご
く
楽
し

か
っ
た
」「
違
う
学
校
に
新
し

い
友
達
が
で
き
て
嬉
し
い
」「
来

年
も
絶
対
に
来
た
い
」
な
ど
と

話
し
た
。
後
半
に
行
っ
た
「
文

化
体
験
タ
イ
ム
」
で
は
、
オ
ペ

ラ
歌
手
の
バ
ッ
タ
二
美
代
氏
に

歌
を
指
導
し
て
も
ら
い
、
福
澤

泰
代
氏
が
奏
で
る
美
し
い
篠
笛

に
の
せ
て
唱
歌
「
さ
く
ら
」
を

合
唱
し
た
。
テ
ン
プ
ル
大
学
ジ

ャ
パ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
Ｔ
Ｕ
Ｊ
）

の
マ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
学
長

か
ら
届
い
た
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
流
す
と
、
参
加
者
た
ち
は

日
本
語
学
習
が
つ
な
げ
る
今
後

の
可
能
性
に
目
を
輝
か
せ
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
最
後

に
、
今
回
の
頑
張
り
を
称
え
表

彰
会
を
行
い
、
和
や
か
な
雰
囲

気
で
ク
イ
ズ
大
会
を
締
め
く
く

っ
た
。「
日
本
語
フ
ィ
ラ
コ
ン
」

へ
の
参
加
は
、
日
本
語
教
育
を

行
っ
て
い
る
中
学
・
高
校
か
ら

の
申
し
込
み
だ
け
で
な
く
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
勉
強
し
て
い
る

学
生
も
可
能
で
、
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
日
米
協
会
で
は
、
日
本

語
を
通
じ
た
つ
な
が
り
の
場
と

な
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年
春

に
提
供
し
て
い
く
予
定
。

中
高
生
に
日
本
語
熱

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
大
会

山口氏大久保氏藤木氏光畑氏

ゲストスピーカーのスタンクス氏（左）

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
https://jaany.org/education/jaa-scholarship/
mailto:info@jaany.org


（5）　　 ［社　会］ 2025年（令和 7年）4月 5日（土）

学
習
優
秀
者
を
表
彰

Ｎ
Ｊ
日
本
語
教
師
会

　

ハ
リ
ソ
ン
祭
り
（Harrison 

Japanese Festival

）
が
今

年
も
６
月
８
日
（
日
）
に
ハ

リ
ソ
ン
図
書
館
前
の
マ
リ
ス

パ
ー
ク
（Ma Riis Park

：
1 

Heineman Pl, Harrison

）
に

て
開
催
さ
れ
る
の
に
あ
た
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
ス
テ
ー
ジ
出

演
者
を
募
集
し
て
い
る
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
中
学
生
以
上
、
社

会
人
も
歓
迎
。
ス
テ
ー
ジ
出
演

者
は
、
日
本
文
化
に
関
連
す
る

音
楽
ま
た
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
条
件
。
当
日
は
、
ゲ
ー
ム
ブ

ー
ス
で
夏
祭
り
の
伝
統
的
な
遊

び
の
紹
介
、
日
本
舞
踊
や
現
代

舞
踊
、
音
楽
、
芸
能
の
披
露
、

折
り
紙
、
習
字
等
の
ほ
か
、
屋

台
の
日
本
食
提
供
な
ど
が
行
わ

れ
る
。

　

主
催
団
体
い
ち
し
ぶ

（Ichishibu

）
は
45
人
の
日
本

人
が
参
加
し
て
い
る
高
校
の
ク

ラ
ブ
で
、
学
年
を
超
え
た
日
本

人
生
徒
間
に
お
け
る
交
流
の
場

を
設
け
て
い
る
。
同
ク
ラ
ブ
は

ハ
リ
ソ
ン
に
住
む
現
地
の
人
た

ち
に
も
日
本
の
素
晴
ら
し
さ
を

広
め
た
い
と
思
い
、
祭
り
を
発

案
し
た
。
日
本
文
化
を
体
験
す

る
こ
と
で
地
域
の
人
々
が
つ
な

が
り
絆
を
深
め
る
機
会
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
収
益
は

ハ
リ
ソ
ン
町
・
村
、
能
登
地
震

を
含
む
被
災
地
へ
送
ら
れ
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応
募

はhttps://forms.gle/
yW
fjV3U7Suu5eVJc7

か
ら
、
ス
テ
ー
ジ
出
演
者

応

募

はhttps://forms.
gle/3jB5qDNciNWNVSF67

か
ら
。
詳
細
は
い
ち
し
ぶ

の
サ
イ
トhttps://www.

harrisonjapanesefestival.
com/

を
参
照
す
る
。

ハリソン祭り
６月８日に実施
ボランティアと出演者募集

日本語ブーム　米国で高まる

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
は
３
月
25
日
夕
、

本
紙
で
日
本
の
介
護
事
情
を
連

載
し
て
い
る
西
村
栄
一
氏
を
講

師
に
迎
え
た
セ
ミ
ナ
ー
「
日
本

の
介
護
事
情
・
制
度
の
理
解
、

介
護
施
設
契
約
書
の
読
み
方
、

そ
し
て
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
探
し

方
」
を
開
催
し
た
。
当
日
は
ズ

ー
ム
参
加
者
も
含
め
70
人
が
聴

講
し
た
。
同
氏
は
複
雑
化
し
て

い
る
日
本
の
介
護
制
度
の
現

状
、
業
界
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
遠

隔
介
護
の
実
情
、
認
知
症
と
診

断
さ
れ
た
入
居
者
へ
の
介
護
現

場
の
実
情
な
ど
を
分
か
り
や
す

く
解
説
し
た
。
講
演
要
旨
は
次

の
通
り
（
抜
粋
）。

　

米
国
で
長
く
生
活
し
た
あ
と

日
本
に
帰
国
し
て
生
活
す
る
場

合
、
文
化
や
言
語
の
面
で
母
国

語
環
境
は
安
心
感
が
あ
る
一

方
、
米
国
で
構
築
し
た
人
間
関

係
を
手
放
す
こ
と
に
も
な
り
、

海
外
生
活
で
日
本
と
の
関
係
が

希
薄
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
が

課
題
と
な
る
。

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性

が
79
・
６
歳
で
、
健
康
寿
命
は

70
・
４
歳
。
介
護
年
数
は
男
性

が
９
・
２
年
。
女
性
の
平
均
寿

命
は
86
・
3
歳
、
健
康
寿
命
は

73
・
６
歳
で
介
護
年
数
は
12
・

７
年
と
米
国
の
男
女
平
均
８
年

よ
り
も
長
い
。
老
後
の
子
供
へ

の
期
待
は
、
義
務
で
は
な
い
の

で
自
然
な
親
子
の
絆
か
ら
生
ま

れ
る
支
援
と
考
え
る
べ
き
で
、

米
国
で
も
日
本
で
も
基
本
的
に

「
自
助
努
力
」
中
心
に
考
え
、

子
供
の
サ
ポ
ー
ト
は「
補
完
的
」

と
考
え
る
の
が
現
実
的
だ
。

　

高
齢
者
施
設
、
住
宅
の
種
類

は
、
民
間
施
設
で
は
住
宅
型
有

料
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
付
有
料

老
人
ホ
ー
ム
、
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
向
け
住
宅
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
（
認
知
症
対
応
型
共
同

生
活
介
護
）
が
主
で
あ
り
、
公

的
施
設
で
は
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
（
特
養
）、
介
護
老
人
保

険
施
設
（
老
健
）
が
あ
る
。

　

日
本
の
介
護
保
険
制
度
は
、

高
齢
者
の
生
活
や
自
立
支
援
の

た
め
の
社
会
保
険
制
度
で
あ

り
、
賦
課
（
ふ
か
）
方
式
を
採

用
し
て
い
る
。
賦
課
方
式
は
積

み
立
て
方
式
と
は
異
な
り
、
払

っ
た
お
金
が
そ
の
場
で
高
齢
者

に
使
わ
れ
る
。
住
民
票
を
復
活

さ
せ
る
こ
と
で
、
す
ぐ
に
介
護

保
険
制
度
の
利
用
が
可
能
。
利

用
者
は
原
則
的
に
か
か
っ
た
費

用
の
１
割
か
ら
３
割
を
負
担
す

る
だ
け
で
済
む
。

　

米
国
で
老
後
に
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
は
、
メ
デ
ィ
ケ

イ
ド
（
低
所
得
者
向
け
医
療
扶

助
）
を
利
用
す
る
か
、
民
間
の

長
期
介
護
保
険
に
加
入
す
る
か

全
額
自
己
負
担
と
な
る
。
米
国

で
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
場

合
、
毎
月
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム

代
に
70
万
円
か
ら
80
万
円
、
都

市
部
で
は
１
０
０
万
円
以
上
か

か
る
。
老
後
を
日
本
で
過
ご
す

か
、
米
国
で
過
ご
す
か
を
決
め

る
の
は
肉
体
的
に
も
問
題
が
な

い
70
代
が
判
断
時
期
と
な
る
。

　

日
本
の
ど
こ
で
老
後
を
過
ご

す
か
を
決
め
た
ら
、
そ
の
地
域

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

重
要
に
な
る
。
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の
高
齢
者

を
支
援
す
る
た
め
の
重
要
な
機

関
で
あ
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
役
立
つ
。

知
り
合
い
を
通
じ
た
紹
介
が
ス

ム
ー
ズ
な
連
絡
を
可
能
に
す

る
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
選

定
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を

果
た
す
。
介
護
福
祉
士
出
身
の

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
45
％
を

占
め
る
。
看
護
師
出
身
の
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
知
識
が
豊
富

だ
。

　

日
本
の
介
護
施
設
契
約
時
の

注
意
点
は
、入
居
条
件
と
退
去
・

転
居
条
件
な
ど
重
要
事
項
を
し

っ
か
り
確
認
す
る
こ
と
、費
用
、

医
療
看
護
体
制
な
ど
も
確
認
す

る
こ
と
が
大
事
だ
。

　

西
村
氏
は
、（
株
）
ヘ
ル
プ

ズ
＆
カ
ン
パ
ニ
ー
代
表
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
９
０
０
１
審
査
員
、
大
阪
公

立
大
学
院
都
市
経
営
修
士
。
16

年
間
で
１
２
０
０
以
上
の
取
引

先
を
持
ち
、
全
国
の
介
護
事
業

所
や
行
政
向
け
に
運
営
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
障
害
者
支
援
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
運
営
す
る
ほ

か
、
介
護
事
業
に
関
す
る
著
書

も
多
数
。
Ｎ
Ｙ
で
の
講
演
は
６

年
ぶ
り
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
対
面
で
話

が
聞
け
て
実
感
が
湧
い
て
き

た
」「
あ
と
は
決
断
す
る
だ
け

だ
」な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
で
西
村
さ
ん

日
本
の
介
護
事
情
を
説
明

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本

語
教
師
会
は
3
月
28
日
に

２
０
２
５
年
日
本
語
学
習
優

秀
者
表
彰
式
を
シ
ー
ト
ン
・

ホ
ー
ル
大
学
で
開
催
し
た
。

２
０
２
５
年
度
の
日
本
語
学
習

優
秀
者
表
彰
式
は
シ
ー
ト
ン
・

ホ
ー
ル
大
学
の
日
本
週
間
の

行
事
の
一
環
と
し
て
、
生
徒
・

学
生
、
教
師
、
保
護
者
の
約

３
０
０
人
が
参
加
し
た
。
ま
ず

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
語
教

師
会
会
長
の
キ
ャ
サ
リ
ン
・
フ

ィ
ス
コ
氏
（
ク
ラ
ン
フ
ォ
ー
ド

高
校
）
が
開
会
の
挨
拶
、
そ
の

後
カ
ー
ニ
ー
高
校
合
唱
部
が
日

本
語
で”Believe”

を
熱
唱
し
、

会
場
が
感
動
に
包
ま
れ
た
。

　

次
に
、ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ジ
ー
州
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
日
本
語
を

学
習
し
て
い
る
高
校
生
30
人
、

大
学
生
25
人
の
合
計
55
人
の
受

賞
者
が
、「
日
本
語
を
学
習
し

て
良
か
っ
た
事
」
に
つ
い
て
日

本
語
で
ス
ピ
ー
チ
を
し
、
表
彰

状
と
記
念
品
を
受
賞
し
た
。

　

そ
の
後
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
と
し
て
、
ク
ラ
ン
フ
ォ
ー

ド
高
校
の
日
本
語
ダ
ン
ス
・
チ

ー
ム
に
よ
る
ソ
ー
ラ
ン
節
ダ
ン

ス
と
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
ソ

ー
ラ
ン
節
ダ
ン
ス
の
ミ
ニ
講
習

会
が
行
わ
れ
、
全
員
で
ソ
ー
ラ

ン
節
ダ
ン
ス
を
楽
し
く
踊
っ

た
。
最
後
に
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
本
国
総
領
事
館
の
佐
藤
巴

広
報
セ
ン
タ
ー
副
領
事
が
祝
辞

を
述
べ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

日
本
語
教
師
会
副
会
長
の
川
原

麗
子
氏
（
ホ
ラ
ス
・
マ
ン
高
校
）

が
閉
会
の
辞
を
述
べ
た
。

　

受
賞
者
は
目
を
輝
か
せ
日
米

関
係
で
活
躍
で
き
る
仕
事
に
就

き
た
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

架
け
橋
に
な
る
役
割
を
担
い
た

い
な
ど
の
将
来
へ
の
抱
負
、
そ

し
て
日
本
語
教
師
へ
の
感
謝
の

言
葉
を
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
に
含

め
て
い
た
。
受
賞
者
の
今
後
の

活
躍
が
期
待
で
き
る
素
晴
ら
し

い
日
本
語
発
表
の
機
会
で
も
で

あ
っ
た
。
日
本
語
教
師
会
（
Ｎ

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ｊ
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は(https://sites.google.

com/cranfordschools.org/
njatj)

。
シ
ー
ト
ン
・
ホ
ー
ル

大
学
日
本
週
間
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は(https://www.shu.

edu/languages-literatures-
cultures/japan-week)

。 

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
運
輸
局

（
Ｄ
Ｏ
Ｔ
）
は
３
月
17
日
、
車

両
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
新
た

な
規
定
を
採
用
し
た
こ
と
を
発

表
し
、４
月
16
日
に
施
行
す
る
。

同
規
定
は
、
通
行
料
金
の
支
払

い
や
ス
ピ
ー
ド
違
反
な
ど
の
道

路
交
通
法
を
免
れ
る
た
め
に
車

両
ナ
ン
バ
ー
を
読
み
取
ら
れ
な

い
よ
う
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

を
意
図
的
に
汚
し
た
り
覆
っ
た

り
す
る
行
為
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

　

新
規
定
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
は
地
上
12
〜
48
イ
ン
チ

（
30
・
5
〜
１
２
２
セ
ン
チ
）

の
位
置
に
設
置
し
カ
バ
ー
は
覆

わ
な
い
こ
と
、
カ
メ
ラ
の
光
を

歪
ま
せ
た
り
鮮
明
な
画
像
を
取

り
込
む
こ
と
を
妨
げ
る
資
材
を

使
用
す
る
こ
と
は
厳
禁
と
し
、

人
間
の
目
で
も
取
り
締
ま
り
カ

メ
ラ
で
も
完
全
に
確
認
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
、
と
し
て
い

る
。
違
反
し
た
場
合
は
、
50
ド

ル
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
。

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

16
日
か
ら
規
制
強
化

帰国後の介護事情を熱心に聞く参加者（NY日系人会で）

講演後、参加者の質問に答える西村氏

https://www.fivelightscenter.com/
https://www.hondag.com
https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
https://sites.google.com/cranfordschools.org/njatj
https://www.shu.edu/languages-literatures-cultures/japan-week
https://forms.gle/yWfjV3U7Suu5eVJc7
https://www.harrisonjapanesefestival.com/
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税
金
特
集

⑦

国
籍
離
脱
税

（Expatriation Tax

）

 

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

須
田
洋
平

　

今
回
は
米
国
市
民
権
や
永
住

権
の
放
棄
に
関
係
す
る
税
金
の

話
で
す
。
米
国
市
民
権
や
米
国

永
住
権
（
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
）

保
持
者
の
方
は
、
世
界
中
ど
こ

に
い
て
も
米
国
の
税
務
上
の
居

住
者
と
な
り
ま
す
。
米
国
居
住

者
が
得
た
所
得
は
、
そ
の
所
得

の
源
泉
が
ど
こ
に
あ
る
か
に
か

か
わ
ら
ず
米
国
で
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
。
例
え
ば
米
国
市
民

権
を
持
つ
方
が
日
本
で
働
い
て

給
与
所
得
を
得
る
場
合
、
そ
の

給
与
所
得
は
米
国
で
も
課
税
さ

れ
ま
す
の
で
継
続
し
て
毎
年
米

国
で
の
確
定
申
告
が
必
要
で

す
。
日
本
と
米
国
で
の
二
重
課

税
を
防
ぐ
た
め
の
外
国
税
額
控

除
や
外
国
役
務
控
除
を
申
請
し

て
も
、
所
得
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て

は
最
終
的
に
米
国
で
も
納
税
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
本
の

所
得
税
率
も
低
く
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
日
本
に
住
ん
で
い
る

場
合
に
は
大
き
な
影
響
は
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
問
題
は

は
市
民
権
や
永
住
権
を
放
棄
す

る
納
税
者
に
国
籍
離
脱
税
を
課

す
規
則
を
定
め
て
い
ま
す
の
で

注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

▽
国
籍
離
脱
税
の
対
象
者

　

国
籍
離
脱
税
は
、
市
民
権
を

放
棄
す
る
米
国
市
民
、
米
国
永

住
権
を
放
棄
す
る
長
期
永
住
権

保
持
者
、
ま
た
は
租
税
条
約
の

も
と
、
米
国
以
外
の
国
で
の
居

住
者
と
し
て
所
得
税
を
納
付
す

る
こ
と
を
選
択
す
る
長
期
永
住

権
保
持
者
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
こ
こ
で
「
長
期
」
永
住
権

保
持
者
と
は
、
永
住
権
を
過
去

15
年
の
う
ち
8
年
間
保
持
し
た

者
を
指
し
ま
す
。
暦
年
中
に
１

日
で
も
永
住
権
を
保
持
し
て
い

た
年
は
１
年
と
数
え
ら
れ
る
た

め
、
最
短
で
6
年
と
2
日
で
8

年
間
の
保
持
期
間
を
満
た
し
た

こ
と
と
な
り
、
長
期
永
住
権
保

持
者
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
条
件
を
一
つ
で
も
満
た

す
米
国
市
民
及
び
長
期
永
住
権

保
持
者
は
、
市
民
権
や
永
住
権

を
放
棄
す
る
と
、
国
籍
離
脱
税

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

１　

２
０
２
４
年
に
国
籍
を
離

脱
し
た
方
は
、
国
籍
離
脱
前
の

過
去
5
年
間
の
平
均
年
間
所
得

税
額
が
20
万
１
０
０
０
ド
ル

（
毎
年
イ
ン
フ
レ
調
整
あ
り
）

を
超
過
す
る
場
合

２　

純
資
産
が
２
０
０
万
ド
ル

以
上
の
場
合
、
ま
た
は

３　

国
籍
離
脱
の
直
前
の
5
年

間
に
、
米
国
に
お
い
て
納
税
義

務
を
遵
守
し
て
い
な
か
っ
た
場

合
　

1
の
平
均
所
得
税
の
要
件

は
、
通
常
税
額
や
代
替
ミ
ニ
マ

ム
税
の
合
計
か
ら
認
め
ら
れ
た

税
控
除
を
差
し
引
い
た
金
額
の

た
め
、
申
告
書
の
最
終
税
額
と

理
解
し
て
お
け
ば
よ
い
で
し
ょ

う
。
2
の
純
資
産
の
要
件
は
、

放
棄
直
前
に
贈
与
を
し
た
と
仮

定
し
た
場
合
の
贈
与
税
法
上
で

対
象
と
な
る
金
額
で
判
断
さ
れ

ま
す
。
3
の
過
去
5
年
間
納
税

義
務
遵
守
の
要
件
は
、
対
象
者

に
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
る

Form 8854

で
過
去
5
年
の

所
得
税
額
を
記
載
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
遵
守
を
示
し
ま
す
。

▽
国
籍
離
脱
税

　

国
籍
離
脱
や
永
住
権
の
放
棄

を
さ
れ
た
方
は
、
個
人
が
保
有

す
る
全
て
の
資
産
を
そ
の
所
在

地
に
関
わ
ら
ず
離
脱
／
放
棄
前

日
の
時
価
で
売
却
し
た
と
仮
定

し
て
計
算
し
た
み
な
し
売
却
益

の
う
ち
、
86
万
６
０
０
０
ド
ル

を
超
え
た
金
額
が
課
税
対
象
所

得
と
な
り
ま
す
。
み
な
し
売
却

資
産
の
性
質
に
よ
っ
て
当
該
課

税
対
象
所
得
に
適
用
す
る
税
率

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
香
港
な
ど
、

比
較
的
所
得
税
率
の
低
い
国
に

移
住
し
た
場
合
で
す
。
せ
っ
か

く
税
率
の
低
い
国
に
移
住
し
て

も
、
最
終
的
に
米
国
の
税
額
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
米
国
で

の
継
続
的
な
課
税
を
避
け
る
た

め
、
あ
る
い
は
単
に
今
後
米
国

に
居
住
す
る
こ
と
が
な
い
の
で

米
国
市
民
権
や
永
住
権
を
放
棄

す
る
こ
と
を
考
え
る
方
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
米
国
で

が
異
な
り
ま
す
。
ス
ト
ッ
ク
オ

プ
シ
ョ
ン
な
ど
の
繰
延
所
得
、

Ｉ
Ｒ
Ａ
な
ど
の
課
税
繰
延
所

得
、
ま
た
は
他
益
信
託
か
ら
の

受
取
り
に
関
し
て
は
異
な
る
規

則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

国
籍
離
脱
税
の
対
象
者
か
ら
の

米
国
市
民
／
居
住
者
へ
の
贈
与

や
遺
贈
は
受
取
人
に
課
税
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

▽
Ｉ
Ｒ
Ｓ
へ
の
報
告

　

国
籍
離
脱
や
永
住
権
を
放
棄

し
た
場
合
は
、
国
籍
離
脱
税
の

対
象
と
な
る
か
ど
う
か
に
か
か

わ
ら
ずForm 8854

を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
提
出

を
怠
っ
た
場
合
は
1
万
ド
ル
の

罰
則
が
課
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

米
国
市
民
及
び
長
期
永
住
権

保
持
者
で
放
棄
を
考
え
て
い
る

方
は
、
国
籍
離
脱
税
の
影
響
を

考
慮
し
た
上
で
慎
重
に
国
籍
離

脱
の
計
画
を
立
て
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
記
載
の
情
報
は
一
般

的
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
該
当

す
る
場
合
は
、
必
ず
税
務
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

牒230

号10.37

条(a)(2)

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア

ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満

た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は

す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ

り
、
特
定
の
個
人
も
し
く
は
事

業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に

沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
各
個
人
は
特
定
事
項

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
上
記

内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の

で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

記
事
中
の
見
解
や
意
見
は
著
者

個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し

も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

46

国
連
に
も
吹
き
荒
れ
る
「
冬
の
時
代
」

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
援
助
縮
小
に
よ
る
影
響

　

ア
メ
リ
カ
政
府
に
よ
る
国
際

援
助
機
関 

Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ 

の
解

体
に
続
き
、
国
連
諸
機
関
で
も

深
刻
な
予
算
削
減
と
職
員
解
雇

の
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本
部
の
関
係

者
に
よ
れ
ば
、
ユ
ニ
セ
フ
は 

20
％
削
減
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ(

国

連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所)

約
６
０
０
０
人
削
減
、
Ｉ
Ｏ
Ｍ

(

国
際
移
住
機
関)
も
同
規
模

の
削
減
を
行
う
と
い
う
。UN 

W
omen

、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
、

Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
、
Ｗ
Ｆ

Ｐ
な
ど
も
例
外
で
は
な
い
。
こ

の
動
き
の
背
景
に
は
ト
ラ
ン
プ

政
権
の 

Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ 

解
体
や 

Ｄ
Ｅ
Ｉ(

多
様
性
・
公
平
性
・

包
括
性)

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
廃
止

が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

い
る
。

■
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
前
理
事
の
コ
メ

ン
ト

　

Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
前
理
事
の
滝
澤

氏
は
こ
の
動
き
に
対
し
ご
自
身

の
Ｆ
Ｂ
一
般
公
開
欄
で
「
ア
メ

リ
カ
は
難
民
救
済
か
ら
排
除
へ

と
転
換
し
た
」
と
し
、「
こ
れ

ま
で
支
え
て
き
た
予
算
の 

3 

分
の
１(

約
２
０
０
０
億
円)

の
継
続
的
支
援
は
期
待
で
き
な

い
。
人
道
・
開
発
支
援
分
野
に

お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
後
退
は
、

SDGs 

達
成
の
遅
れ
を
含
め
地

球
規
模
の
影
響
を
及
ぼ
す
だ
ろ

う
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

■
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
の
解
体

　

Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
は
１
９
６
１
年

に
設
立
さ
れ
、
世
界
２
０
０
か

国
以
上
で
1
万
５
０
０
０
件
以

上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し

て
き
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は

同
庁
を
解
体
し
予
算
の
大
幅
削

減
を
進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、

Ｄ
Ｅ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
「
違
法

か
つ
不
道
徳
な
差
別
」
と
し
て

廃
止
さ
れ
、
連
邦
政
府
全
体
で

の
多
様
性
推
進
の
取
り
組
み
が

停
止
さ
れ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
国
際
援
助
政
策

を
担
っ
て
き
た 

Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ 

は
、
年
間
４
０
０
億
ド
ル
以
上

を
支
出
し
、
世
界
２
０
０
か
国

以
上
で
１
万
５
０
０
０
件
以
上

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て

き
た
。
し
か
し
ト
ラ
ン
プ
政
権

は
同
庁
を
解
体
、
さ
ら
に
教
育

省
の
予
算
大
幅
削
減
も
進
め
て

■
今
後
国
連
を
目
指
す
若
者
へ

の
影
響

　

今
後
、
国
連
職
員
を
目
指
す 

Ｊ
Ｐ
Ｏ 

や
若
者
た
ち
へ
の
影

響
も
大
き
い
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
や
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ズ
大

学
で
国
連
を
志
す
学
生
た
ち
と

接
す
る
中
で
も
、
将
来
へ
の
不

安
が
広
が
っ
て
い
る
。
筆
者
自

身
も
２
０
０
１
年
、
ユ
ニ
セ
フ

本
部
に
着
任
し
た
オ
フ
ィ
サ
ー

ポ
ス
ト
が
９
１
１
の
影
響
で
保

留
に
な
っ
た
経
験
が
あ
る
が
、

今
回
は
そ
の
時
以
上
に
深
刻

だ
。

　

２
０
２
５
年
の
国
連
分
担
金

で
は
、
米
国
が
22
％
、
中
国 

20
％
、
日
本
６
・
９
％
と
上
位

を
占
る
。
最
大
拠
出
国
ア
メ
リ

カ
の
撤
退
が
現
実
と
な
れ
ば
、

国
連
の
多
く
の
人
道
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
恐

れ
が
あ
る
。

■
古
市
裕
子

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ (SDGs)

企
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー(

財

務
会
計)

。
海
外
進
出
支
援
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン

社
代
表
。
国
連
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
研
究
員
。
ジ
ェ
ト
ロ
17
年

勤
務
。
東
京
在
外
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
協
会
。
著
書
『
欧
米
企
業

に
学
ぶ
・SDGs

転
換
ピ
ボ
ッ

ト
戦
略
の
現
在
：
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
×
次
世
代
×
企
業
価
値
』

(

新
潮
社)

。『The Purpose: 

何
の
た
め
に
存
在
し
ど
ん
な
価

値
を
提
供
す
る
の
か
』（
リ
ス

ナ
ー
ズ
出
版
）

https://michaeldunnlaw.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://kkobo.com/
https://www.maxjob.com/
http://myriverside.net/home


テーマ：サクラの季節、安全で健康なライフを過ごすには！　
無料　どなたでも参加できます！  期間：4月 4日（金）から 5月 4日（日） 
主催：ニューヨーク日系人会 (JAA)、後援：在ニューヨーク日本国総領事館、　米国日本人医師会、邦人医療支援ネットワーク (JAMSNET) 
Online & JAA Hall: ニューヨーク日系人会 /JAA, 49 West 45th St., 5th Floor, New York, NY 10036　(Between 5th & 6th Ave.)　　　
＊お申込はニューヨーク日系人会 212-840-6942 / info@jaany.org （但し、指定の連絡先以外）（企画により食事代・材料代の徴収あります）

第
17
回
サ
ク
ラ
・
ヘ
ル
ス
・
フ
ェ
ア

　支援：米国三井物産基金、ニューヨーク日系ライオンズクラブ

　
「
第
17
回
サ
ク
ラ
・
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
」
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会(

Ｊ
Ａ
Ａ)

主
催
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総
領
事
館
、
邦
人
医
療
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
と
米
国
日
本
人
医
師
会
の
後
援
で
４
月
４
日
（
金
）
〜
５
月
４
日
（
日
）
の
期
間
開
催
し
ま
す
。
今
年
も
、
オ
ン

ラ
イ
ン
や
Ｊ
Ａ
Ａ
ホ
ー
ル
で
の
対
面
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
等
で
開
催
し
ま
す
。「
桜
が
満
開
な
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、
日
本
文
化
を
楽
し
み
、
健
康
で
安
全

な
生
活
を
過
ご
す
た
め
に
は
」
を
テ
ー
マ
に
、
幼
児
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
全
て
の
年
齢
層
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
企
画
し
ま
す
。

趣
旨
：COVID-19

等
の
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
の
最
新
情
報
の
提
供
。
サ
ク
ラ
を
通
し
て
日
本
文
化
を
紹
介
す
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
区
に
在
住
の
日

本
人
・
日
系
人
の
健
康
や
医
療
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
し
、
意
識
向
上
を
図
る
。
様
々
な
企
画
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広

げ
る
。
日
系
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
紹
介
と
育
成
。

4 月 時間 タイトル 企画担当　講師 / 指導者（敬称略） 定員

21日
（月）

13:00-15:00 NY 方舟　ハコ句会　春の季節を俳句で楽しみましょう！ 企画：澪つくし

4/21
（月）
から
5/1
（木）
配信

オンライン
(YouTube)
講座

ライオンズ大学：大人の教養講座シリーズ　大好評のインターネット配信！第 9弾！
日本で大人気の有名講師陣が YouTubeで講演配信！　4月 21日（月）～ 5月 1日（木）まで公開
各講師 30分の凝縮セミナー。全てご自由に視聴できます。申込先：NY日系人会 info@jaany.org

あなたの実家は大丈夫？　今からできる空き家対策
講師： 山口　里美（一般社団法人 日本リレーショ
ンサポート協会 代表理事）

気持ちよく伸ばしてゆるめる！　身体の感覚を意識した肩こり予防ストレッチ 講師：大久保　圭祐（パーソナルトレーナー）

アメリカ在住者が日本の家を購入する際の注意点を解説 講師：藤木 賀子（不動産コンサルタント）

日本の心を奏でる『さくらさくら』～大人のピアノ入門～ 講師：光畑　浩美（大人向けピアノ指導者）

24日
（木）

12:00-14:00
4月の第 2敬老会～ BentOnのお弁当～
安西弦医師の「健康についてのお話」、Iwaki Bandの音楽をお楽しみください。
参加費：会員 $5

企画：JAA社会福祉部 120

18:00-20:15
「桜と日本人」
桜と日本人との歴史を学びましょう！軽食付き（実費 $20)

講師：高崎康裕
企画：ニューヨーク歴史研究会

25日
（金）

18:30-20:30
Great Japanese American Artists
ルース・アサワ＆ジョージ中島の生涯とアート

講師：ジョー・トクマス・フィールド
（イサム・ノグチ美術館）
企画：JAA YP Committee

26日
（土）

9:00-10:30
JAAホール＆オンライン (ZOOM) サラマヨガ体験
音楽に合わせて実践するヨガです！

講師：岡本ゆき (Yoga Instructor)

26日
（土）　

東海岸：
13:00-15:30
中部

12:00-14:30

第 6回乳がんシンポジウム＠イーストコースト・サウス　　　　　　　　　　
企画：BCネットワーク、司会：久下香織子キャスター

〈ライブ会場とオンラインのハイブリッド形式〉　会場：JAA ホール　(49 West 45th St. 5th Floor, New York, NY 10036) 
ニューヨーク地域にお住まいの方は会場でご参加できます

★参加申込は BCネットワークホームページから http://bcnetwork.org  又は JAA 212-840-6942まで

基調講演
『乳がん患者さん一人一人に最適な治療を』　
～最新のデータが導く明るい未来～

講師：上野　貴之医師
がん研有明病院・乳腺センター長、乳腺外科部長、
がんゲノム医療開発部長

医師講演
『日米の乳がん画像診断の違い』　　　　　　　　　　　
～乳がん手術前、術後検診まで～

講師：フォックス岡本　聡子医師　
聖マリアンナ医科大学　放射線診断・IVR学講座

経験者トーク
『転移性乳がんとともに二十年』　
～それでも人生は輝く～

トーク：山本　眞基子　
BCネットワーク創立者・代表

19:00-20:30
オンライン（ZOOM)　認知症予防セミナー
生活習慣を見直して、脳の健康寿命を伸ばそう！

講師：山田悠史 (米国老年医学専門医、FLATプロ
グラム・アドバイザー )
企画：FLAT・ふらっと

19:30-20:30
平安 ZOOM読書会ハン・ガン著「少年が来る」を語り合おう！
申込：Heian.NYC@gmail.com

企画：平安

27日
（日）

午前の部
10:00-12:00

JMSAライフ・サイエンス・フォーラム・キッズ
企画：米国日本人医師会 /JMSA

SCIENCEってなんだろう？　お医者さん・研究者と一緒に見て・触って楽しく学ぼう！
5～ 10歳のお子様対象、入替制、各組定員 25名（1組につき保護者の方 1名同伴でお願いします）

各
25午後の部

13:00-15:00

29日
(火）

9:30-12:00
オンライン無料個別教育相談室
学校適応 /学習 /子育て等の相談  先着 10名各 25分

https://forms.gle/j82gvHznyFQozo2M6　
企画：ニューヨーク日本人教育審議会・教育相談室

10

30日
（水）

10:45-11:45
ウオームアップ＆リラクゼーションストレッチ
会場：JAAホール　＊ヨガマット or大タオル、普通のタオル持参、運動靴、動
きやすい服装でご参加ください。

講師：オシオリ依子 (AFAA公認 Aerobics 
Instructor)

５月
１日
（木）
　
　

11:00-12:00 
ベービーマッサージと抱っこ紐体操
親子で楽しみましょう！

講師：林里奈（Baby Massage Instructor)
吉田真理子（Fitness Trainer)
企画：企画：NYすくすくお茶会

15:00-16:00
オンライン (ZOOM)講座 : 
NY州公的医療保険 (オバマケア）について　
分かり易く説明します！＊ 65歳未満の方対象

講師：吉田洋子 (NYS Health Navigator)　
企画：日米ソーシャルサービス（JASSI)

2日
（金）

18:00-20:00
オンライン (ZOOM) 仲本光一元 NY総領事館医務官の談話
「感染症、大規模災害、テロ対応、医療事情―外務省・自治体での経験からー」

企画：JAA &JAMSNET

３日
（土）

13:00-15:00
あなたの健康を支える看護のカタチ
コミュニティ看護のニーズ意見交換会＆つながる看護カフェ

企画：日本人・日系アメリカ人看護協会

15:30-17:00
デジタル時代の安心＆ハッピーシニアライフ
テクノロジーを使った安心・快適なシニアライフ対談

講師：吉田常孝（外務省診療所外務技師　精神科医）
企画：平安

4日
（日）
 

10:00-12:00
乳幼児＆成人の心肺蘇生 (CPR)ワークショップ
～意識不明、呼吸困難など、緊急事態の対応～　会場：JAA Hall

講師：加納麻紀（内科・小児科医）　　　　　　
田邉美穂子（家庭医）、陳佳奈（内科医）
澤井美央（産婦人科専門医）
企画：ニューヨークすくすく会

12:30-14:30

「子供の日をみんなで祝いましょう！」　企画：JAAアップルキッズ　
・五嶋龍（日米武道館）の空手デモンストレーション  ・デビット廣村（廣武館）
の剣道デモンストレーション
・クニ・三上の子供とジャズを楽しもう！　リフレッシュメントあり　
参加費：$10/family　　

（7）　　 ［総　合］ 2025年（令和 7年）4月 5日（土）

mailto:info@jaany.org
mailto:info@jaany.org
http://bcnetwork.org
mailto:Heian.NYC@gmail.com
https://forms.gle/j82gvHznyFQozo2M6%E3%80%80


2025年（令和 7年）4月 5日（土） ［ローカル経済］　　（8  ）
　

不
動
産
会
社
の
リ
ロ 

リ
ダ

ッ
ク
社
は
4
月
1
日
付
け
で

１
９
８
６
年
の
同
社
設
立
以

来
、
陣
頭
指
揮
に
あ
た
っ
て
き

た
七
原
肇
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
退

き
、
同
社
筆
頭
副
社
長
の
佐
々

田
大
樹
（
さ
さ
だ
・
た
い
き
）

氏
＝
写
真
＝
が
社
長
に
就
任
し

た
。
七
原
氏
は
引
き
続
き
エ
グ

ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
経
営
に
携
わ
る
。

 

佐
々
田
新
社
長
は
２
０
０
５

年
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
リ
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
」
や
「
デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
」
と
い

う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
ま
だ
一

般
的
で
は
な
か
っ
た
こ
ろ
、
東

京
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
リ
ロ
ケ

リ
ロ 

リ
ダ
ッ
ク

新
社
長
に
佐
々
田
氏

旅行先を投票すると
航空券が当たる
HISキャンペーン

Gender Ideology  男女以外の性自認や LGBT を認める観念
　 最近のアメリカの論議において、Gender Ideology（性に関する観念形態）と

いう言葉は、性別は男と女だけという立場の人々が、それ以外の性自認やLGBT
（同性愛、両性愛などの性的指向）を批判的に表現するときに使います。トラン
スジェンダー（性転換者）もその批判の対象になります。個人の性自認の多様
性が世界で広く許容される中、トランプ大統領は人間の性は出生時に決められ

た生物学的な男と女だけという指針を示し、Gender Ideologyを容認するこれまでの政策を変更しました。　　
 　この政策変更に基づき１月に発効された行政命令により、１９歳未満の人に対し、性自認に基づく違
和感に対する適合医療（Gender-affi  rming Care）が制限されることになります。また、パスポートやビ
ザにおいて、男でもなく女でもない「X」などの表現を使うことができなくなります。また、トランス
ジェンダー女性の女性スポーツへの参加が制限されます。　アメリカ軍においては、一万人を超えると
言われるトランスジェンダーの兵士を容認しない方針が発表されました。
 　一方、２月に公表されたギャラップ調査によると、アメリカ人全体の9.3％が、自分をLGBTQ+と認
識していると回答しました。さらに、２０歳代を代表するZ 世代においてはそれが23.1％に達しており、
専門家はこの傾向はますます進むと予想しています。　Gender Ideologyに異を唱えるトランプ大統領の
政策を、今後裁判所がどう判断するか、非常に興味深い状況です。　（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）
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本
紙
に
連
載
中
の
コ
ラ
ム
「
米
語W

atch

」
の
単
行
本
第
２
弾

『
ア
メ
リ
カ
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
１
３
１
』（
旦
英
夫
著
）
が

好
評
発
売
中
。「
文
化
・
生
活
」「
社
会
」「
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
技
術
」

「
政
治
・
法
律
」
の
4
分
野
か
ら
旬
の
言
葉
を
紹
介
。
米
国
紀
伊

國
屋
書
店
Ｎ
Ｙ
本
店
で
発
売
中
。
本
体
価
格
19
ド
ル
99
セ
ン
ト
。 

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

語
学
セ
ン
タ
ー
は
、
４
月
23
日

か
ら
日
本
人
向
け
に
構
成
さ
れ

た
「
英
会
話
教
室
」
を
開
講
す

る
。
Ｎ
Ｙ
大
学
講
師
、
日
英
バ

イ
リ
ン
ガ
ル
の
ベ
ン
先
生
に
よ

る
ユ
ニ
ー
ク
な
授
業
で
、
説
明

も
質
疑
応
答
も
両
国
語
で
行
わ

れ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
同

コ
ー
ス
は
米
国
内
だ
け
で
な

く
、
日
本
や
他
の
国
・
地
域
か

ら
も
参
加
可
能
。
４
月
10
日

（
木
）
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
無
料

体
験
レ
ッ
ス
ン
を
開
催
す
る
。

　

ク
ラ
ス
は
、
中
級
（
下
）
が

４
月
24
日
〜
７
月
３
日
午
後
２

時
か
ら
３
時
50
分
、中
級
（
中
）

が
24
日
〜
７
月
３
日
午
後
８
時

か
ら
９
時
50
分
、
中
級
（
上
）

／
上
級
が
23
日
〜
６
月
25
日
午

後
７
時
か
ら
８
時
50
分
ま
で
。

Ｊ
Ｓ
英
会
話
教
室

23
日
か
ら
開
講

 
Ｎ
Ｙ
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
基
礎
知
識

123

　
「
譲
謙
（
ゆ
ず
け
ん
）
さ
ん
、

う
ち
の
会
社
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
っ
て
の

を
見
せ
ら
れ
た
ん
じ
ゃ
が
、
一

体
何
じ
ゃ
？
」
会
社
経
営
者
の

鬣
（
た
て
が
み
）
が
お
も
む
ろ

に
会
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
譲

矢
謙
吉（
ゆ
ず
り
や
け
ん
き
ち
、

通
称
：
譲
謙
）
に
尋
ね
た
。

　
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
ス
テ

ー
ト
メ
ン
ト
と
い
う
の
は
、
会

社
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
流
れ
を

表
し
て
い
る
も
の
で
す
」「
へ

ー
、
一
体
ど
ん
な
風
に
表
す
ん

だ
？
」「
会
社
の
動
き
を
経
営

活
動
と
投
資
活
動
、
そ
れ
に
財

務
活
動
に
分
け
て
表
し
ま
す
」

「
ほ
う
、
そ
れ
は
わ
か
り
や
す

い
な
。
経
営
活
動
は
何
と
な
く

わ
か
る
が
、
ど
ん
な
も
の
じ

ゃ
？
」「
経
営
活
動
は
、
会
社

の
メ
イ
ン
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
売
買
や
そ
の
活
動
に
伴
っ
て

使
っ
た
経
費
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の

増
減
を
表
し
ま
す
」「
経
営
活

動
は
損
益
計
算
書
で
わ
か
る
と

思
う
ん
じ
ゃ
が
、
そ
れ
が
キ
ャ

ッ
シ
ュ
の
流
れ
と
し
て
わ
か
る

の
か
？
」「
は
い
、
損
益
計
算

書
のNet Income

が
経
営
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
根
源
で

す
が
、
そ
のNet Income

に

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト

は
さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ン
キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
項
目
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
を
加
算
減
算
し

て
取
り
除
き
経
営
活
動
の
キ

ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
計
算
し

て
表
示
し
ま
す
」「
ち
ょ
っ
と

わ
か
ら
ん
の
う
。
具
体
的
に

い
う
と
ど
ん
な
こ
と
じ
ゃ
？
」

「
例
え
ば
、
売
掛
金
で
商
品
を

売
る
と
売
上
が
上
が
る
の
で
、

Net Income

は
増
加
し
ま
す

が
、
そ
の
売
掛
金
が
回
収
さ
れ

な
い
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
は
増
加
し

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
未
回
収
の

売
掛
金
はNet Income

か
ら

減
算
し
て
計
算
し
ま
す
」「
ほ

う
、
そ
う
い
う
こ
と
か
、
わ
か

っ
た
。
そ
れ
じ
ゃ
、
投
資
活
動

は
な
ん
じ
ゃ
？
」「
投
資
活
動

の
具
体
例
は
固
定
資
産
の
購
入

や
売
却
に
よ
る
現
金
の
支
出
金

額
や
収
入
金
額
で
す
。
ま
た
、 Time Deposit

（
定
期
預
金
）

の
購
入
金
額
や
満
期
受
取
金

額
も
投
資
項
目
で
す
」「Time 

Deposit

はCash

で
は
な
い

の
か
？
」「
は
い
、
３
か
月
未

満
のTime Deposit

や
３
か

月
超
で
も
い
つ
で
も
フ
リ
ー

（
た
だ
）
で
解
約
で
き
る
も
の

はCash

と
同
等
物
と
し
て
扱

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

３
か
月
以
上
のTime Deposit

で
途
中
解
約
に
コ
ス
ト
が
か

か
る
も
の
は
投
資
と
な
り
ま

す
」「
わ
し
の
会
社
で
はTime 

Deposit

な
ん
か
は
ず
っ
と

Renewal

し
て
預
け
っ
ぱ
な
し

で
、
利
息
が
増
え
る
以
外
現
金

の
増
減
は
な
い
ん
じ
ゃ
が
、
そ

れ
は
ネ
ッ
ト
表
示
で
え
え
ん
か

の
う
？
」「
会
計
基
準
で
は
グ

ロ
ス
表
示
で
行
う
こ
と
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

多
額
で
90
日
未
満
の
早
い
期
間

の
入
出
金
は
ネ
ッ
ト
表
示
も
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
」「
そ
う

か
、
う
ち
の
は
１
年
満
期
だ
か

ら
ネ
ッ
ト
は
で
き
ん
な
」「
ち

な
み
に
投
資
活
動
の
キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
が
合
計
で
マ
イ
ナ
ス

で
あ
れ
ば
、
投
資
活
動
が
活
発

に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味

し
ま
す
」「
最
後
の
財
務
活
動

と
は
な
ん
じ
ゃ
？
」「
財
務
活

動
は
主
に
企
業
の
資
金
集
め
で

す
。
例
え
ば
増
資
や
社
債
の
発

行
に
よ
る
資
金
の
流
入
金
額
や

借
入
金
の
増
加
金
額
や
返
済
金

額
を
計
上
し
ま
す
。
ち
な
み
に

財
務
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
マ

イ
ナ
ス
な
場
合
に
は
、
将
来
の

投
資
や
事
業
拡
大
の
た
め
の
資

金
調
達
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
意
味
し
ま
す
」「
こ
れ
は
わ

か
り
や
す
い
の
お
。
う
ち
も
、

今
度
設
備
投
資
す
る
た
め
に
銀

行
か
ら
借
入
金
を
し
た
の
で
、

こ
こ
に
表
示
さ
れ
て
い
る
の
じ

ゃ
な
」「
は
い
そ
の
通
り
で
す
」

「
よ
く
わ
か
っ
た
。
あ
り
が
と

う
」

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務

所
（Saito LLP

）：
齊
藤
幸
喜

(www.saitollp.com, info@
saitollp.com)

ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
業
。

リ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
業
界
で
の

キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

２
０
０
９
年
に
リ
ロ
グ
ル
ー
プ

子
会
社
リ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
へ
事
業
譲

渡
し
、
以
降
同
社
の
海
外
事
業

責
任
者
と
し
て
、
国
際
事
業
戦

略
の
策
定
、海
外
拠
点
の
設
立
、

新
規
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
業
績
の
成

長
を
実
現
し
た
。
２
０
１
５
年

か
ら
リ
ロ
グ
ル
ー
プ
の
海
外
事

業
で
あ
るAIRINC

の
取
締
役
、

リ
ロ 

リ
ダ
ッ
ク
社
の
取
締
役

兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ
を
務
め
た
。
趣
味
は

ゴ
ル
フ
と
映
画
鑑
賞
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｓ
ア
メ
リ
カ
法
人
は
、

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
の
協
賛
で

在
米
日
系
メ
デ
ィ
ア
8
社
と
共

同
で
、
5
月
11
日
ま
で
「
Ｈ
Ｉ

Ｓ
×
日
系
メ
デ
ィ
ア 

特
別
コ

ラ
ボ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

し
て
い
る
。
読
者
が
行
き
た
い

旅
行
先
に
投
票
す
る
と
、
ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド
航
空
の
特
典
が
当
た

る
機
会
が
提
供
さ
れ
る
も
の

で
、
旅
行
需
要
を
喚
起
し
、
日

系
メ
デ
ィ
ア
と
連
携
し
て
旅
行

に
関
す
る
情
報
発
信
を
強
化
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

近
鉄
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

エ
ク
ス
プ
レ
ス
（
Ｋ
Ｅ
Ｉ
）
は

３
月
13
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
予

約
ツ
ー
ル
「Kintetsu Hotel 

Planner

」
を
発
表
し
た
。

HotelPlanner

は
、
独
自
の

人
工
知
能
と
24
時
間
３
６
５

日
対
応
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
予

約
・
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
合
わ
せ
た

旅
行
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業
お
よ

び
ホ
テ
ル
予
約
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
大
手
で
個
人
、
グ
ル
ー

プ
、
法
人
向
け
の
旅
行
予
約
を

提
供
す
る
世
界
有
数
の
プ
ロ
バ

イ
ダ
ー
の
1
つ
。
Ｋ
Ｅ
Ｉ
が
自

社
で
契
約
し
て
い
る
ホ
テ
ル
の

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
料
金
を
一
般
に

公
開
し
、
同
社
の
法
人
顧
客
が

利
用
し
て
い
料
金
を
一
般
客
も

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
詳

細

は
、www.kintetsu.com

ま

た

はhttps://kintetsu.
hotelplanner.com

近
鉄
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル　

新
オ
ン
ラ
イ
ン
ホ
テ
ル
予
約

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
開
始

　

特
典
は
、
日
本
行
き
往
復

航
空
券
（
1
人
・
Ｕ
Ａ
利
用
）、

米
国
内
航
空
券
（
1
人
・
Ｕ
Ａ

利
用
）、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ク
ラ

ブ
利
用
券
（
3
人
）、
Ｈ
Ｉ
Ｓ

オ
ン
ラ
イ
ン
航
空
券 

日
本
行

き
限
定
50
ド
ル
割
引
ク
ー
ポ

ン
（
3
人
・
Ｕ
Ａ
利
用
）。
回

答
時
間
は
約
1
〜
2
分
。
結
果

発
表
は
6
月
1
日
予
定
。

　

投
票
は
、
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
読

者
専
用
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
リ

ン
ク
（ https://forms.gle/

CR1K9vYbnjFCvKtQ9

）
か

ら
。
問
い
合
わ
せ
は
メ
ー
ル 

inquiry@his-usa.com
ま
で
。

費
用
（
10
回
）
は
Ｊ
Ｓ
会
員
が

２
８
０
ド
ル
、
一
般
３
２
０

ド
ル
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
７
１
５
・
１
２
６
９
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルlanguage@

japansociety.org 

ま
で
。
申

し
込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トjapansociety.org/

language-center/esl/

を
参

照
す
る
。

　

ジ
ェ
ト
ロ
は
、
メ
リ
ー
ラ
ン

ド
州
の
ウ
ェ
ス
・
ム
ー
ア
知
事

の
訪
日
を
捉
え
14
日
（
月
）
午

前
10
時
か
ら
同
州
の
最
新
の
ビ

ジ
ネ
ス
・
投
資
環
境
を
紹
介
す

る
セ
ミ
ナ
ー
を
東
京
で
開
催
す

る
。
同
州
に
進
出
す
る
日
系
企

業
数
は
１
１
７
社
、
雇
用
者
数

は
４
５
０
０
人
（
２
０
２
２

年
暫
定
値
）。
ボ
ル
チ
モ
ア
港

や
近
接
す
る
4
つ
の
国
際
空

港
、
高
速
道
路
・
鉄
道
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
の
物
流
イ
ン
フ
ラ

も
整
っ
て
い
る
。
会
場
は
ジ

ェ
ト
ロ
本
部 

5
階
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ

Ｏ
ホ
ー
ル
（
港
区
赤
坂
1
丁

目
12
ー
32 

ア
ー
ク
森
ビ
ル
）。

参
加
無
料
。
申
し
込
み
は
９

x

日
ま
で
にhttps://www.

jetro.go.jp/events/scc/
ce8ca2a3a6a870c1.html

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー

東
京
の
ジ
ェ
ト
ロ
本
部
で

https://newyork-apartment-realestate.com/
https://giip-global.com/ja/
http://www.swlgpc.com/jp/
mailto:meiseimotors@aol.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.saitollp.com
http://www.kintetsu.com
http://www.kintetsu.com
http://www.kintetsu.com
mailto:inquiry@his-usa.com
mailto:inquiry@his-usa.com
mailto:inquiry@his-usa.com
mailto:inquiry@his-usa.com
https://forms.gle/CR1K9vYbnjFCvKtQ9
https://kintetsu.hotelplanner.com
https://www.jetro.go.jp/events/scc/ce8ca2a3a6a870c1.html
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コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン
で
初
め
て

韓
国
風
シ
ェ
イ
ブ
ア
イ
ス
を
食

べ
た
時
は
、
か
な
り
衝
撃
的
だ

っ
た
。
そ
の
き
め
細
か
さ
と
、

ほ
ど
よ
い
練
乳
の
甘
さ
の
絶
妙

な
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
唸
り

な
が
ら
食
べ
た
事
を
思
い
出

す
。
あ
れ
か
ら
10
年
以
上
経
つ

が
、
筆
者
の
中
で
は
今
で
も
マ

イ
ブ
ー
ム
と
し
て
継
続
中
。
そ

の
韓
国
風
シ
ェ
イ
ブ
ア
イ
ス
が

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
で
も
食

べ
ら
れ
る
と
聞
い
て
、
車
を
走

ラ
イ
リ
ッ
ジ
で
韓
国
風
シ
ェ
イ
ブ
ア
イ
ス

「
マ
ン
マ
・
ミ
ア
」

ト
）
を
オ
ー
ダ
ー
し
て
し
ば
し

待
つ
。
出
て
来
た
の
は
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
用
カ
ッ
プ
入
り
で
、
皿

に
盛
ら
れ
出
て
く
る
と
ば
か
り

思
っ
て
い
た
の
で
少
々
が
っ
か

り
し
た
も
の
の
、
ア
イ
ス
は
キ

メ
が
細
か
く
フ
ワ
フ
ワ
で
甘
さ

控
え
め
で
、
大
満
足
。
夏
に
な

っ
た
ら
ま
た
来
よ
う
。
人
生
の

楽
し
み
が
ま
た
一
つ
増
え
た
。

Mamma Mia Dessert Bar
104 South Ridge St. Rye Brook

ライリッジ・ショッピングセンター内
月～木・日 11:00～ 21:15、金・土 11:00～ 21:45

ら
せ
た
。

　

イ
タ
リ
ア
風
の
店
名
と
裏
腹

に
、「
マ
ン
マ
・
ミ
ア
」
で
は

シ
ェ
イ
ブ
ア
イ
ス
や
コ
ー
ン
ド

ッ
グ
、
タ
ピ
オ
カ
ミ
ル
ク
テ
ィ

ー
な
ど
韓
国
式
デ
ザ
ー
ト
を
中

心
に
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
、
日
本
風

の
た
い
焼
き
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
、
も
ち
ド
ー
ナ
ツ
な
ど
を
揃

え
る
。
こ
の
店
で
一
番
人
気
の

マ
ン
ゴ
ー
シ
ェ
イ
ブ
ア
イ
ス

（
店
の
メ
ニ
ュ
ー
で
は
シ
ェ
イ

ブ
ス
ノ
ー
税
込
10
ド
ル
２
セ
ン

　

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
北
部

の
町
ピ
ー
ク
ス
キ
ル
の
南
、
ハ

ド
ソ
ン
川
に
ほ
ど
近
い
バ
ー
プ

ラ
ン
ク
と
い
う
町
に
「
キ
ノ
サ

イ
ト
ウ
」
が
あ
る
。「
キ
ノ
サ

イ
ト
ウ
」
は
晩
年
を
こ
の
地
で

過
ご
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
斎
藤

規
矩
夫
（
さ
い
と
う
き
く
お
）

の
意
志
を
継
い
で
創
立
さ
れ
た

学
術
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
、
二

つ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
多
目
的
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ス
ペ
ー
ス
、
教

室
、
定
期
的
に
常
駐
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
入
れ
替
わ
る
ス
タ
ジ
オ

２
つ
と
カ
フ
ェ
を
備
え
て
い

る
。
読
者
の
皆
さ
ん
に
教
え
た

い
気
持
ち
と
教
え
た
く
な
い
気

持
ち
の
せ
め
ぎ
合
い
を
経
て
、

と
て
も
素
敵
な
場
所
な
の
で
、

や
っ
ぱ
り
ご
紹
介
。

■
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
斎
藤
規
矩
夫

　

１
９
３
９
年
東
京
出
身
。
22

歳
で
日
本
画
家
に
弟
子
入
り
し

た
後
、
１
９
６
６
年
に
来
米
。

ラ
・
マ
マ
劇
場
創
始
者
エ
レ
ン
・

ス
チ
ュ
ア
ー
ト
と
の
出
会
い
を

き
っ
か
け
に
舞
台
装
置
、衣
装
、

照
明
、
小
道
具
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
ほ
か
、
自
ら
の
演
劇
も
演
出

し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
ー

ト
・
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ツ
・
リ
ー

グ
に
在
籍
後
、
ラ
リ
ー
・
プ
ー

ン
や
ケ
ネ
ス
・
ノ
ー
ラ
ン
ド
な

ど
著
名
画
家
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト

を
務
め
る
。
斎
藤
は
長
い
間
、

絵
画
と
演
劇
の
２
つ
の
世
界
を

行
き
来
し
な
が
ら
活
動
し
た

が
、
最
終
的
に
絵
画
制
作
に
専

念
。
現
実
と
想
像
両
方
の
モ
チ

ー
フ
や
記
号
を
取
り
入
れ
、
大

胆
か
つ
予
想
外
な
色
使
い
で
独

自
の
表
現
方
法
を
確
立
し
た
。

１
９
９
６
年
に
デ
ュ
ー
ク
大
学

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ

ジ
デ
ン
ス
に
、
２
０
０
３
年
に

は
武
蔵
野
美
術
大
学
客
員
教
授

に
招
か
れ
る
。
２
０
１
４
年
に

バ
ー
パ
ン
ク
の
旧
カ
ト
リ
ッ
ク

ス
ク
ー
ル
の
建
物
と
敷
地
一
帯

を
購
入
し
移
住
。
２
０
１
６
年

逝
去
。

■
「
キ
ノ
サ
イ
ト
ウ
」

　

２
０
２
０
年
、
斎
藤
の
ス
タ

ジ
オ
は
彼
の
遺
志
を
継
い
で
、

抽
象
芸
術
創
作
と
実
践
に
根
ざ

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
を
育
む

非
営
利
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
キ

ノ
サ
イ
ト
ウ
」
と
し
て
オ
ー
プ

ン
。
境
界
や
定
義
に
と
ら
わ
れ

な
い
芸
術
に
対
す
る
斎
藤
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
る
。
古

い
建
材
を
最
大
限
に
活
か
し
て

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
煉
瓦
造

り
の
本
館
が
と
に
か
く
美
し

い
。
１
階
に
は
自
然
光
が
豊
か

に
差
し
込
む
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
２

つ
、
水
彩
画
や
オ
ブ
ジ
ェ
作
成

な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
す
る
教
室
と
カ
フ
ェ
が
あ

り
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
一
つ
で
は

常
に
斎
藤
の
作
品
を
展
示
し
て

い
る
。
２
階
に
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー

と
し
て
も
使
用
可
能
な
多
目
的

ホ
ー
ル
が
あ
り
、
５
月
18
日
ま

で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
２
人
に
よ
る

参
加
型
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

「Sound Forest / Between 
Worlds

」
を
展
示
し
て
い
る
。　

主
に
木
材
を
使
っ
た
オ
ブ
ジ
ェ

に
音
響
装
置
を
組
み
込
ん
だ
も

の
で
、
作
品
の
一
部
に
座
り
込

ん
で
音
を
聴
く
ユ
ニ
ー
ク
な
ア

ー
ト
だ
。

　

１
階
の
カ
フ
ェ
で
は
美
味
し

い
コ
ー
ヒ
ー
を
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
値
段
で
淹
れ
て
く
れ
る
。
カ

フ
ェ
前
の
テ
ー
ブ
ル
で
一
服
す

る
も
良
し
、
敷
地
内
の
広
々
し

た
ガ
ー
デ
ン
に
は
あ
ち
こ
ち
に

椅
子
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
、

天
気
が
良
い
日
に
は
ガ
ー
デ
ン

で
の
ん
び
り
す
る
も
良
し
。
他

の
美
術
館
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は

体
験
で
き
な
い
、
静
か
で
穏
や

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
の
隠
れ
家
的
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　

キ
ノ
サ
イ
ト
ウ

か
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
全
身
で
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
「
キ
ノ
サ

イ
ト
ウ
」
を
是
非
訪
れ
て
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
郊
外
な
ら
で
は
の

ア
ー
ト
を
体
験
し
て
欲
し
い
。

■
４
月
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

＊
キ
ノ
キ
ッ
ズ
以
外
は
全
て
要

予
約

□
大
人
向
け
水
彩
画　

12
日

（
土
）
午
後
１
時
か
ら
３
時　

参
加
費
20
ド
ル

□
子
供
向
け
「
キ
ノ
キ
ッ
ズ
」

毎
週
日
曜
午
後
１
時
か
ら
４
時　

参
加
費
無
料

□
大
人
向
け
卓
上
オ
ブ
ジ
ェ　

19
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
３

時　

参
加
費
25
ド
ル

□
大
人
向
け
ミ
ッ
ク
ス
メ
デ
ィ

ア　

26
日
（
土
）
午
後
１
時
か

ら
３
時　

参
加
費
25
ド
ル

KinoSaito
115 7 th St. Verplank, NY 10596

ホワイトプレーンズから車で約 30分、マンハッタンから
はメトロノース・ハドソンラインに乗って 66分、ピーク
スキル駅で下車してウーバーで 8分ほど。
金～日 10:00～ 17:00（感謝祭後の金曜日はクローズ）

入場無料（任意寄付）  www.kinosaito.org

http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://www.artxuest.com/
https://on-timelimo.com/
http://www.kinosaito.org
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マ
ー
サ
・
グ
ラ
ハ
ム
・
ダ
ン

ス
カ
ン
パ
ニ
ー
に
よ
る
一
夜
限

り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
食
の

体
験
「
ノ
グ
チ
・
ア
ッ
ト
・
ナ

イ
ト
」
が
、
５
月
９
日
（
金
）

午
後
６
時
か
ら
９
時
ま
で
、
ク

イ
ー
ン
ズ
の
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン

ド
シ
テ
ィ
ー
に
あ
る
イ
サ
ム
・

ノ
グ
チ
美
術
館
（9-01 33rd 

Road

）
で
上
演
さ
れ
る
。
ノ

グ
チ
美
術
館
の
開
館
40
周
年
を

記
念
し
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

イ
ベ
ン
ト
。

　

館
内
の
各
所
で
、
エ
ク
ス

タ
シ
ス
（
１
９
３
３
年
）、
ラ

メ
ン
ト
（
１
９
３
０
年
）、
サ

テ
ィ
リ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
・
ソ
ン
グ
（
１
９
３
２

年
）、
ス
ペ
ク
タ
ー
１
９
１
４

（
１
９
３
６
年
）
な
ど
の
作
品

が
披
露
さ
れ
る
。
ゲ
ス
ト
に
は

篠
木
清
高
（
し
の
き
・
き
よ

た
か
）
シ
ェ
フ
に
よ
る
特
別

料
理
と
カ
ク
テ
ル
が
提
供
さ

れ
る
。
参
加
費
は
３
５
０
ド

ル
か
ら
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttps://www.noguchi.

org/museum/support/
special-events/noguchi-at-
night-2025/

を
参
照
す
る
。

イサム・ノグチ美術館

マーサ・グラハムと
篠木シェフ料理の競演

　

5 

月 

10 

日
（
土
）
に

開
催
さ
れ
る
第
4
回
「
ジ

ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
＆
ス
ト

リ
ー
ト
フ
ェ
ア
」
に
お
い

て
、
日
本
か
ら
の
特
別
ゲ

ス
ト
と
し
て
「
進
撃
の
巨

人　

ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」

の
キ
ャ
ス
ト
を
迎
え
る
こ

と
が
決
定
し
た
。

　

諫
山
創
に
よ
る
『
進
撃

の
巨
人
』
は
２
０
０
９
年

か
ら
21
年
ま
で
、「
別
冊

少
年
マ
ガ
ジ
ン
」（
講
談

社
）
に
て
連
載
さ
れ
、
コ

ミ
ッ
ク
ス
累
計
発
行
部
数

1
億
４
０
０
０
万
部
を
突

破
し
た
大
人
気
漫
画
。
同

作
を
舞
台
化
し
た
「
進
撃

の
巨
人　

ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
」（
植
木
豪
演
出
）
は 

23
年
に
日
本
初
演
、
音
楽
・

ダ
ン
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を

交
え
た
表
現
や
ク
オ
リ
テ

ィ
の
高
さ
が
大
き
な
話
題

を
呼
ん
だ
。
24
年
10
月
に

は
初
の
海
外
公
演
と
な
る

Ｎ
Ｙ
公
演
を
行
い
、
全
米

各
地
だ
け
で
な
く
世
界
20

か
国
以
上
か
ら
フ
ァ
ン
が

集
結
し
た
。
ジ
ャ
パ
ン
パ

レ
ー
ド
に
は
、
舞
台
版
の

キ
ャ
ス
ト
よ
り
、
エ
ル
ヴ

ィ
ン
・
ス
ミ
ス
（
大
野
拓

朗
）、リ
ヴ
ァ
イ
（
松
田
凌
）、

ハ
ン
ジ
・
ゾ
エ
（
立
道
梨

緒
奈
）
と
4
人
の Blade 

Attackers

（
下
尾
浩
章
、

橋
渡
竜
馬
、
松
本
ユ
キ
子
、

加
藤
貴
彦
）
を
迎
え
る
。

　

ま
た
、
パ
レ
ー
ド
の
前

夜
祭
と
し
て 

5 

月 

9 

日

（
金
）
午
後
５
時
30
分
か
ら
、

エ
ジ
ソ
ン
ボ
ー
ル
ル
ー
ム

（
西
47
丁
目
２
４
０
番
地
）

に
て
「
ジ
ャ
パ
ン
ナ
イ
ト
・

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
＆
コ
ン
サ

ー
ト
・
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
」

を
開
催
。
第
１
部
は
、
米

国
宝
酒
造
の
澪
ス
パ
ー
ク

リ
ン
グ
清
酒
を
は
じ
め
と

し
た
日
本
酒
試
飲
会
と
和

風
オ
ー
ド
ブ
ル
が
楽
し
め

る
。
第
２
部
は
、
3
組
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
90

分
間
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行

わ
れ
る
。
出
演
者
は
「
進

撃
の
巨
人
」
の
キ
ャ
ス
ト

に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

琴
・
三
味
線
演
奏
家
の
石

榑
雅
代
率
い
る MIYABI 

箏
・
三
味
線
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
、
Ｎ
Ｍ
Ｂ
48
の
元
キ
ャ

プ
テ
ン
で
現
在
は
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
活
躍
す

る
山
本
彩
。
入
場
料
は
75
ド
ル

〜
１
２
５
ド
ル
。

ジャパンパレード
5 月 10 日に開催

©I・K/AMPC2024

特
別
ゲ
ス
ト
に
進
撃
の
巨
人

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

J-COLLABO-OSSAM

画
廊

（302 7th St.

）
は
４
月
13
日

（
日
）
か
ら
27
日
（
日
）
ま
で
、

大
正
大
学
の
支
援
に
よ
る
石
飛

博
光
（
い
し
と
び
・
は
っ
こ
う
）

の
大
書
道
展
を
開
催
す
る
。
石

飛
氏
は
日
本
書
道
家
文
化
協
会

理
事
、
全
国
美
術
振
興
会
顧
問

な
ど
を
長
年
に
わ
た
り
務
め
、

書
道
の
教
育
や
心
の
ケ
ア
に
も

力
を
注
ぐ
な
ど
、
そ
の
功
績
と

活
動
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
。
作
品
の
空
間
に
宿
る
美
と

現
代
的
に
抽
象
化
さ
れ
た
筆
跡

の
内
に
も
、
伝
統
に
基
づ
く
不

動
の
威
厳
を
表
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
13
日
午
後
３
時
か
ら

４
時
30
分
ま
で
は
赤
平
康
処

（
あ
か
ひ
ら
・
た
い
し
ょ
）
と

山
中
翠
谷
（
な
か
や
ま
・
す
い

こ
く
）
を
加
え
た
３
人
の
書
家

が
共
同
で
公
開
制
作
（
パ
ー
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
）
を
行
う
。
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
会
場
はAtoyle 

Venue

（236-B6th St.

）、
午

後
５
時
か
ら
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
画
廊
に
て
行

わ
れ
る
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ

ー
ル Brooklyn.bbfl @gmail.

com

ま
で
。

Ｊ
コ
ラ
ボ
で
「
書
は
宇
宙
」　

石
飛
博
光
書
道
展
13
日
か
ら

　

書
道
家
のMasumi

に
よ
る

個
展 

「The moment 

」 

が
４

月
15
日
（
火
）
ま
で
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
60
（
東
60
丁
目
２
０
８
番

地
）
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
日

常
の
ふ
と
し
た
瞬
間
の
美
し
さ

を
捉
え
、
墨
の
濃
淡
や
、
質
感
、

緩
急
に
こ
だ
わ
っ
た
独
特
の
ス

ト
ロ
ー
ク
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る

現
代
的
書
道
作
品
を
展
示
。

　

５
日
（
土
）
午
後
５
時
か

ら
７
時
ま
で
の
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
で
は
、
ダ
ン
サ
ーKanami 

Kusajima

と
共
に
、
書
道
と

ダ
ン
ス
を
融
合
さ
せ
た
ラ
イ
ブ

ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ

る
。
入
場
無
料
。
開
廊
時
間

は
正
午
か
ら
午
後
５
時
、
日

曜
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５

時
、
月
曜
休
廊
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

gallery60nyc.com/

を
参
照
。

書道家
Masumi
ギャラリー 60

チケット・詳細は https://www.eventbrite.com/e/japan-night-reception-concert-celebrating-japan-parade-tickets-1258680751009?aff =oddtdtcreator

書
道
と
ダ
ン
ス
の
融
合

５
日
ラ
イ
ブ
実
演
披
露

ザ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

今
年
は
前
夜
祭
も

https://qbhouseusa.com/
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeIEefrvA2MHMuzaRG2neH1v-Dm7ztN1Ty0w-Dy8FTAX4LiIA/viewform
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://www.eventbrite.com/e/japan-night-reception-concert-celebrating-japan-parade-tickets-1258680751009?aff
https://www.gallery60nyc.com/
ttps://www.noguchi.org/museum/support/special-events/noguchi-at-night-2025/
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EVENT
■ ジ ャ パ ン フ ェ ス ＝ 4/5・6  
10:00-18:00  4/5 は East Village
（Broadway 8-9th）4/6 は Upper 
West Side（Brodway 103 -104）さ
まざまな日本食や雑貨、アート、
音楽などが楽しめる人気ストリー
トフェア。おにぎり、弁当、ラー
メン、たこ焼き、シュークリーム
などが出店する。
詳細は https://www.japanfes.
com
■第27回NYCタータンデー・
パレード＝ 4/5　14:00  　6th 
Ave（45th to 55th  St.）スコッ
トランド系移民によるパレー
ド。タータンチェック柄の伝
統衣装を着たスコットランド
系の人々が、ダンスやバグパ
イプ等の音楽を奏でながら行
進する。今年のグランドマー
シャルは俳優のアラン・カニング
氏。
詳細は http://nyctartanweek.org/
■アートエキスポ NY＝ 4/3～ 4/6　
Pier 36（299 South St,）毎年 4月
に開催される世界中からアーティ
ストやギャラリー、美術コレクター
など、業界関係者が集まるアメリ
カ最大級のアートフェア。アート
トークやミート・ザ・アーティス
トなどのイベントもある。入場料：
一般＄30～、学生　・シニア＄20
～
詳 細 は https://redwoodartgroup.
com/artexpo-new-york
■ NY植物園のオーキッドショー
＝ 4/27 まで　New York Botanical 
Garden（2900 Southern Blvd） 毎
年恒例のラン展。今年は「メキシ
コのモダニズム」をテーマに伝統
とコンテンポラリーアートが融合。
メキシコのモダニズム建築家ルイ
ス・バラガンをデザイナーに招き、
彼の大胆で色彩豊かなデザインの
鮮やかな蘭のアレンジメントが展
示される。入園料：大人＄35、学生・
シニア＄31、2～ 12歳＄15、2歳
以下無料。
詳細は https://www.nybg.org

MUSIC
■福井麻衣×中西聖嗣 デュオリサ
イ タ ル ＝ 4/12　20:00　Carnegie 
Hall, Weill Recital Hall（881 7th 
Ave）京都を拠点に音楽公演の制作
に取り組むＮ音楽企画によるイベ
ント。出演は同団体の代表でピア
ニストの中西聖嗣とハーピストの
福井麻衣。中西は NYを拠点にピア
ニストとして活動する傍らイェー
ル大学医学部で遺伝子学の研究に
も携わっている。公演のテーマは
「対話」。前半はハープとピアノの
ソロでそれぞれの「幻想の世界」
を描く。後半は「ハープとピアノ
の対話」を試みる。入場料：一般
＄50、 学生＄30
詳 細 は https://www.carnegiehall.
org/
■半崎美子・風の環少年少女合唱
団～能登半島支援コンサート・イ
ン・NY」＝ 4/12 18:00  All Angels’ 
Church（251 W 80th St,） 日本各
地の被災地を巡り歌を届けてきた
半崎美子と、日本の童謡や唱歌を
大切に歌い繋ぎ、各地の復興支援
コンサートでも歌声を届けてき
た「風の環少年少女合唱団」が出
演。能登の小学校で児童たちと一
緒に歌った「地球へ」、「能登の
翼」などを披露する。入場無料だ
が要事前申し込み。希望者は氏

名・人数を明記しＥメール mail@
hanzakiyoshiko.comまで申し込む。
詳 細 は h t t p s : / / w w w .
hanzakiyoshiko.com/
■銀座男声合唱団カーネギー公演
＝ 5/19　19:30　Carnegie Hall, 
Zankel Hall（881 7th Ave） 銀 座
男声合唱団による 3度目のカーネ
ギーホール公演。同合唱団は 2012
年、京セラ株式会社の名誉会長・
稲盛和夫氏が率いる経営者の集い
「盛和塾」のもとで結成。古都旅情、
青春の詩、群青、民衆の歌が聞こ
えるか、など Jポップやアニソン、
演歌、ミュージカル曲、合唱曲ほ
かを披露する。入場無料（ひとり 8
人分までチケット入手可能）。
詳 細 は https://www.carnegiehall.
org

THEATRE/DANCE 

■ジャパン・ソサエティー 35mm
フィルム上映「西鶴一代女」4月
18日（金）午後 7時。チケット
料金：一般 16ドル、ジャパン・
ソサエティー会員 8ドル。封建時
代の日本を舞台にした「西鶴一代
女」は、搾取的な男性と女性を犠
牲にする体制に対する溝口の痛烈
な告発。監督：溝口健二。1952年、
136分、35mm、配給：東宝、モノ
クロ、日本語（英語字幕付き）。出
演：田中絹代、山根寿子、三船敏郎、
浜田百合子、宇野重吉、菅井一郎。
www.japansociety.org
 ■セーラームーン 2・5次元舞台北
米ツアー「 Pretty Guardian Sailor 
Moon: The Super Live」 ＝ 4/26
ま で  。NJ は 4/18（New Jersey 
Performing Arts Center）、CT は
4/19（The Bushnell Center For The 
Performing Arts）、NY は 4/24 ～
26（Palladium Times Square）にて。
詳細は https://sailormoonsuperlive.
com/

ART
■春のアートフェア「燦 SAN 
2025」＝ 4/5～ 4/12　Gallery Max 
New York（552 Broadway, Suite 
401）東京・銀座のギャラリー SI-
ACCA主催のアートフェア。日本・
アジア・ヨーロッパからの作家 26
人が「冒険」をテーマにした作品
を展示。ゲスト作家として日本画
界の精鋭・行近壯之助、ニューヨー
クから６人を迎える。オープニン
グレセプションは 5日（土）17時
～19時。8日 (火 )にはワークショッ
プ、パフォーマンス予定。入場無料。
詳細は https://artspheres.org
■アンネ・フランク展＝ 10/30ま
で　Center for Jewish History（15 
West 16th St,）第 2次大戦中のユ
ダヤ人迫害の被害者で、『アンネの
日記』を書いたことで知られる少
女の短い人生を振り返る。アムス
テルダムのアンネ・フランク・ハ
ウスから 100点以上のコレクショ
ンが展示される。入場料：一般＄21
～、17歳以下＄16～。土曜休館。
詳 細 は https://www.annefrankex-
hibit.org 　

３
月
19
日
、
ク
イ
ー
ン
ズ
に

あ
る
老
舗
「
竹
寿
司
」
は
定
休

日
を
返
上
し
て
魚
介
類
パ
ー
テ

ィ
ー
を
開
催
し
た
。
35
ド
ル
の

手
頃
な
定
額
料
金
で
良
質
な
食

材
が
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
ら
れ

る
と
あ
っ
て
、
若
者
を
中
心
に

総
勢
48
人
が
詰
め
か
け
大
盛
況

と
な
っ
た
。
使
う
ネ
タ
の
７
割

近
く
を
東
京
の
豊
洲
市
場
か
ら

仕
入
れ
る
の
を
モ
ッ
ト
ー
と
し

て
い
る
同
店
ら
し
く
、
マ
グ

ロ
、
大
ト
ロ
、
赤
鯛
、
ヒ
ラ
メ
、

甘
エ
ビ
、
ウ
ニ
な
ど
の
新
鮮
な

刺
身
が
次
々
に
登
場
。
希
少
で

高
価
な
ア
ラ
ス
カ
産
天
然
サ
ー

モ
ン
ま
で
振
舞
わ
れ
、
店
内
に

は
お
客
た
ち
の
舌
鼓
が
充
満
し

た
。
ほ
か
に
も
ア
ン
コ
ウ
や
フ

グ
の
ス
ー
プ
、
鯖
の
み
り
ん
焼

き
が
人
気
を
呼
ん
だ
。
予
想
外

の
盛
り
上
が
り
に
顔
を
ほ
こ
ろ

ば
せ
る
主
催
者
の
店
主
ロ
ビ
ン

川
田
さ
ん
は
、
月
１
回
の
定
例

イ
ベ
ン
ト
に
す
る
と
宣
言
。「
ゆ

く
ゆ
く
は
若
い
人
た
ち
と
一
緒

に
日
本
の
将
来
を
話
し
合
う
会

に
し
た
い
。次
回
は
４
月
30
日
。

そ
の
３
日
前
に
豊
洲
か
ら
サ
ヨ

リ
や
サ
ワ
ラ
な
ど
春
の
魚
が
大

量
に
入
る
予
定
な
の
で
期
待
し

て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
た
。

　

高
級
寿
司
店
の
中
澤
や
マ
サ

で
修
行
し
た
女
性
寿
司
職
人
ニ

ッ
キ
・
ツ
ェ
ン
氏
が
、
ア
ッ
パ

ー
・
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
に
自
身

の
寿
司
店
「
旭
（
ア
キ
ラ
）」

（
東
75
丁
目
３
１
７
番
地
）
を

オ
ー
プ
ン
し
た
。
同
店
は
12
席

の
お
ま
か
せ
の
み
で
、
18
品
コ

ー
ス
で
も
料
金
は
２
０
０
ド
ル

以
下
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
。
３

月
19
日
付
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
誌
電

子
版
の
記
事
に
よ
る
と
、
Ｎ
Ｙ

市
内
で
営
業
す
る
寿
司
店
は

１
２
０
０
軒
を
超
え
る
が
、
女

性
の
寿
司
職
人
は
わ
ず
か
５
人

だ
と
い
う
。
香
港
出
身
の
ツ
ェ

ン
氏
は
、
こ
れ
ま
で
修
行
し
た

店
で
は
い
つ
も
女
性
は
自
分
ひ

と
り
で
「
シ
ェ
フ
で
は
な
く
見

習
い
と
思
わ
れ
、
女
性
が
カ
ウ

ン
タ
ー
で
寿
司
を
握
っ
て
い
る

と
気
付
く
と
、
寿
司
店
は
男
性

社
会
と
い
う
古
い
信
念
が
客
の

表
情
に
出
て
い
て
辛
い
こ
と
も

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
思
い
込
み

に
挑
戦
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い

が
、
自
分
の
仕
事
で
誤
解
を
解

け
れ
ば
と
思
う
」話
し
て
い
る
。

　

サ
ッ
ク
ス
百
貨
店
地
下
に

　

ま
た
五
番
街
の
百
貨
店
サ
ッ

ク
ス
・
フ
ィ
フ
ス
・
ア
ベ
ニ
ュ

ー
の
地
下
の
宝
石
売
り
場
横
に

２
０
２
３
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

カ
ウ
ン
タ
ー
６
席
の
お
ま
か

せ
寿
司
「HOSEKI

」（
５
番
街

６
１
１
番
地
）
も
、
女
性
職
人

の
モ
ー
ガ
ン
・
ア
ダ
ム
ソ
ン
氏

が
運
営
し
て
い
る
。
彼
女
は
、

地
元
の
ミ
シ
ガ
ン
州
カ
ラ
マ
ズ

ー
に
あ
っ
た
寿
司
店
が
子
供
の

頃
か
ら
大
好
き
で
、
キ
ッ
チ
ン

で
手
を
使
っ
た
仕
事
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

寿
司
職
人
の
道
を
選
ん
だ
と
い

う
。
同
誌
の
取
材
に
対
し
ア
ダ

ム
ソ
ン
氏
は
「
多
く
の
業
界
で

女
性
は
不
利
な
こ
と
も
あ
る

が
、
女
性
に
対
す
る
期
待
が
低

け
れ
ば
、そ
れ
を
利
点
と
し
て
、

そ
の
考
え
を
変
え
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
話
し
て
い
る
。

　

本
紙
の
取
材
で
、
お
ま
か
せ

は
12
貫
で
90
ド
ル
（
１
時
間
）

と
の
こ
と
。
場
所
は
、
サ
ッ
ク

ス
の
五
番
街
正
面
入
り
口
か
ら

入
っ
て
、
真
ん
中
の
エ
ス
カ
レ

ー
タ
で
地
下
１
階
へ
下
り
、
左

手
の
宝
石
店
の
奥
の
入
り
口
を

入
っ
た
通
路
奥
右
手
に
カ
ー
テ

ン
で
仕
切
ら
れ
た
隠
れ
家
的
店

「HOSEKI

」
が
あ
る
。

Ｎ
Ｙ
で
女
性
板
前
の
お
ま
か
せ

魚介類食べ放題
大人気の竹寿司
使うネタの７割豊洲

　

ア
ー
ト
・
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン
シ
リ
ー
ズ
15「STEPPING 

INTO A W
ORLD V

」

が

４
月
24
日
（
木
）
か
ら
30
日

（
水
）
ま
で
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

マ
ッ
ク
ス
・
Ｎ
Ｙ
（
ブ
ロ
ー
ド

ウ
エ
ー
５
５
２
番
地
、
電
話

２
１
２
・
９
２
５
・
７
０
１
７
）

で
開
催
さ
れ
る
。
同
展
は

２
０
２
３
年
か
ら
始
め
ら
れ

無
料
。
開
廊
時
間
は
正
午
か
ら

午
後
６
時
、
28
日
は
午
後
３
時

ま
で
。
25
日
・
27
日
は
休
廊
。

た
、
エ
ミ
ー
賞
放
送
作
家
の
安

達
元
一
と
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の 

佐
藤
恭
子
に
よ
る
展
覧
会
シ
リ

ー
ズ
の
第
15
弾
で
、
公
募
し
て

審
査
を
通
過
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
作
品
を
展
示
す
る
。
参
加

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
日
本
で
活
動

す
る
25
人
と
Ｎ
Ｙ
か
ら
の
４

人
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
と
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
は
25
日
（
金
）
午
後

６
時
か
ら
８
時
ま
で
。
入
場
無

料
。
開
廊
時
間
は
正
午
か
ら
午

後
６
時
、
28
日
は
休
廊
。

　

ま
た
、
４
月
22
日
（
火
）

か
ら
28
日
（
火
）
ま
で

は
天
理
文
化
協
会
（
西
13

丁
目
43
Ａ
番
地
、
電
話

２
１
２
・
６
４
５
・
２
８
０
０
）

に
て
、
ア
ー
ト
・
イ
ン
キ
ュ
ベ

ー
シ
ョ
ン
シ
リ
ー
ズ
16
「THE 

ART OF SHO II

」
が
開
催
さ

れ
る
。「
書
」
を
テ
ー
マ
に
公

募
し
審
査
を
通
過
し
た
24
人
の

日
本
人
と
Ｎ
Ｙ
か
ら
の
４
人
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
展
示

す
る
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
と
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
は
26
日
（
土
）
午

後
３
時
か
ら
５
時
ま
で
。
入
場

アート・インキュベーションシリーズ 15＆ 16
NY市内２会場で

嬉
し
い
定
額
35
ド
ル

次
回
は
４
月
30
日

サックス百貨店地下の寿司店「HOSEKI」

ギャラリー・マックスNYと天理文化協会

https://neuroacuny.com/
https://www.samuraimama.com/
http://www.easeny.com/
https://www.carnegiehall
https://www.japanfes.com
http://nyctartanweek.org/
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https://www.carnegiehall.org
http://www.japansociety.org
https://sailormoonsuperlive.com/
https://artspheres.org
https://www.annefrankex-hibit.org
https://www.annefrankex-hibit.org
https://www.annefrankex-hibit.org
https://redwoodartgroup.com/artexpo-new-york
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル

ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
）
小
学
部
の

卒
業
式
が
３
月
７
日
に
行
わ
れ

た
。
卒
業
生
３
人
の
門
出
を
祝

い
、
会
場
に
は
全
校
が
描
い
た

卒
業
生
の
似
顔
絵
が
壁
い
っ
ぱ

い
に
飾
ら
れ
た
。
岡
本
徹
学
園

長
は
「
こ
の
学
園
で
学
び
、
体

験
し
た
こ
と
を
生
か
し
人
間
と

し
て
大
き
く
成
長
し
て
い
っ
て

欲
し
い
」と
の
言
葉
を
贈
っ
た
。 　

式
の
最
初
か
ら
感
極
ま
っ
て

泣
き
出
し
て
し
ま
う
卒
業
生
や

教
員
、
在
校
生
が
た
く
さ
ん
お

り
、
卒
業
生
や
育
英
学
園
に
対

す
る
想
い
の
深
さ
が
窺
え
た
。

式
の
最
後
は
卒
業
生
に
よ
る

「
旅
立
ち
の
言
葉
」。
学
園
生
活

で
の
思
い
出
や
保
護
者
、
教
職

員
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
力
強

く
述
べ
、「
支
え
て
く
れ
る
人

へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
誰
か
の

支
え
に
な
る
立
派
な
人
間
に
な

り
ま
す
」
の
言
葉
と
共
に
３
人

の
卒
業
生
が
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

と
旅
立
っ
た
。「
大
好
き
な
育

英
学
園
を
卒
業
で
き
て
よ
か
っ

た
」「
こ
の
学
園
で
子
ど
も
が

ど
れ
だ
け
慕
わ
れ
て
大
切
に
さ

れ
て
い
た
の
か
が
分
か
り
ま
し

た
。
今
ま
で
ご
指
導
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
卒
業
生

や
保
護
者
か
ら
の
温
か
い
言
葉

で
涙
が
輝
い
て
い
た
。

涙
涙
の
小
学
部
卒
業
式　

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
全
日
制
で

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
小
田
切
利
幸
校
長
）
は
、

３
月
15
日
に
卒
園
式
・
卒
業
式

を
挙
行
し
た
。
幼
児
部
32
人
、

初
等
部
44
人
、
中
等
部
16
人
、

高
等
部
11
人
の
計
１
０
３
人
が

巣
立
っ
て
い
っ
た
。
小
田
切
校

長
か
ら
一
人
一
人
に
卒
園
・
卒

業
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
児
童
ら

は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
証
書
を

受
け
取
っ
て
い
た
。

　

卒
園
式
に
向
け
、
幼
児
部
で

は
呼
び
か
け
や
歌
の
練
習
を
重

ね
て
き
た
。
壇
上
に
立
っ
た
園

児
達
は
保
護
者
に
向
け
大
き
な

声
で
呼
び
か
け
を
行
っ
た
。「
あ

り
が
と
う
こ
こ
ろ
を
こ
め
て
」

の
合
唱
が
行
わ
れ
る
と
、
涙
を

Ｎ
Ｊ
補
習
校
で
卒
業
式

１
０
３
人
巣
立
つ

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

（
平
本
秀
次
校
長
、
和
田
幸
子

園
長
）
は
３
月
16
日
、卒
園
式
・

卒
業
式
を
行
っ
た
。

　

幼
稚
園
部
の
卒
園
式
で
は
、

年
長
ば
ら
組
20
人
が
一
人
ず
つ

和
田
幸
子
園
長
か
ら
卒
園
証
書

を
受
け
取
っ
た
。
１
年
間
を
振

り
返
る
お
別
れ
の
言
葉
や
歌
を

披
露
し
た
後
、「
警
察
官
」「
先

生
」「
お
花
屋
さ
ん
」
な
ど
将

来
の
夢
を
元
気
よ
く
発
表
し

た
。
最
後
に
思
い
出
が
詰
ま
っ

た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
上
映
。

子
供
た
ち
か
ら
は
笑
み
が
こ
ぼ

れ
、
保
護
者
は
に
こ
や
か
に
、

ま
た
目
を
潤
ま
せ
な
が
ら
成
長

し
た
様
子
を
見
つ
め
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
小
学
部

と
中
高
等
部
の
卒
業
式
で
は
、

補
習
校
部
卒
業
生
（
小
学
部
11

人
、
中
学
部
６
人
、
高
等
部
４

人
）
は
平
本
秀
次
校
長
か
ら
、

プ
リ
ン
ス
ト
ン
コ
ー
ス
卒
業
生

（
小
学
部
３
人
、
中
学
部
３
人
、

高
等
部
５
人
）
は
日
本
語
継
承

語
部
、
市
原
理
瑠
部
長
か
ら
卒

業
証
書
を
受
け
取
っ
た
。
補
習

校
部
中
学
部
卒
業
生
の
言
葉
で

は
、
百
人
一
首
の
中
か
ら
最
も

好
き
な
和
歌
を
一
人
ず
つ
発
表

し
た
。
先
生
方
や
仲
間
に
出
会

え
た
喜
び
、
楽
し
か
っ
た
授
業

の
思
い
出
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

卒
業
へ
の
思
い
を
和
歌
に
重
ね

て
語
っ
た
。
高
等
部
卒
業
生
の

中
に
は
幼
稚
園
部
か
ら
の
15
年

間
を
こ
の
学
校
で
過
ご
し
た
生

徒
も
お
り
、
幼
稚
園
部
で
の
思

い
出
の
歌
を
一
節
披
露
し
会
場

に
笑
い
を
誘
う
場
面
も
あ
っ

た
。
生
徒
た
ち
は
支
え
続
け
て

く
れ
た
保
護
者
や
先
生
へ
の
感

謝
を
ス
テ
ー
ジ
か
ら
伝
え
た
。

晴
れ
や
か
な
表
情
を
浮
か
べ
る

卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
、
鳴
り

や
ま
ぬ
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語

学
校
で
卒
園
式
・
卒
業
式

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
系
人
家

族
会
主
催
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ

ベ
ン
ト
「
Ｂ
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
大
運
動
会
２
０
２
５
」

が
５
月
３
日
（
土
）
に
公
立
小

学
校 

Ｐ
Ｓ
９
（80 Underhill 

Ave.

）で
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

参
加
家
族
を
募
集
し
て
い
る
。

　

日
本
ス
タ
イ
ル
の
運
動
会
を

子
供
と
そ
の
家
族
、
そ
し
て
日

系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
楽
し
む
イ

ベ
ン
ト
で
、
た
く
さ
ん
の
日
本

人
・
日
系
人
の
友
達
と
一
緒

に
楽
し
い
競
技
や
ダ
ン
ス
で

盛
り
上
が
る
。
午
前
の
部
は
、

２
０
２
１
〜
25
年
生
ま
れ
の
児

童
と
保
護
者
が
一
緒
に
競
技
に

参
加
し
、
午
後
の
部
は
20
年
生

ま
れ
以
上
の
児
童
が
対
象
で
、

保
護
者
は
別
々
に
着
席
し
、
児

童
生
徒
の
み
競
技
に
参
加
す

る
。
参
加
費
用
は
、1
家
族（
子

供
1
人
の
参
加
） 

35
ド
ル
、
子

供
の
追
加
は
1
人
5
ド
ル
と
な

っ
て
い
る
。
雨
天
中
止
。   

　

参
加
申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト https://bjafa.

org/undokai2025/ 

を
参
照

す
る
。
申
込
締
切
は
4
月
13

日
（
日
）
ま
で
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
と
な
る
。   

問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル 

undokai@bjafa.org

、BJAFA

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
大
運
動
会
実
行

委
員
会
ま
で
。

流
す
保
護
者
も
見
ら
れ
た
。

　

初
等
部
か
ら
高
等
部
の
合
同

の
卒
業
式
に
は
70
人
の
児
童
・

生
徒
が
参
加
し
た
。
代
表
生
徒

の
答
辞
で
挫
折
し
そ
う
に
な
っ

た
経
験
が
披
露
さ
れ
る
と
、
共

に
頑
張
っ
て
登
校
し
た
自
分
や

友
達
を
称
え
る
よ
う
に
拍
手
を

送
り
合
う
姿
が
見
ら
れ
た
。
校

長
も
「
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
に

加
え
、
土
曜
に
日
本
語
を
学
び

に
く
る
皆
さ
ん
は
大
変
立
派
。

そ
れ
だ
け
で
自
分
自
身
を
ほ
め

て
ほ
し
い
」
と
い
う
称
賛
を
送

っ
た
。

BJAFA
ブルックリン

大運動会
５月３日に

楽しい
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
と
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
親
子
に
大
変
人
気

が
あ
る
モ
イ
き
み
こ
氏
が
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
に
あ
る
ハ
リ
ヤ
マ
バ

レ
エ
ス
タ
ジ
オ
で
こ
ど
も
の
日

特
別
ク
ラ
ス
を
2
回
開
催
す

る
。
4
月
23
日(

水)
の
ク
ラ

ス
後
は
親
睦
会
と
軽
食
付
き
、

26
日(

土)

は
ハ
リ
ヤ
マ
バ
レ

エ
の
ダ
ン
サ
ー
に
よ
る
ミ
ニ
バ

レ
エ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
つ
き
。

対
象
は
0
歳
か
ら
4
歳
く
ら
い

で
参
加
費
は
親
子
1
組
40
ド

ル
。
ど
ち
ら
も
10
時
30
分
か
ら

12
時
ま
で
。
場
所
・
ハ
リ
ヤ
マ

バ
レ
エ
（
33
丁
目
の
7
番
街
）

申
し
込
み
は
Ｅ
メ
ー
ル

Contact@nydanceart.
com 

針
山
さ
ん
。

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
教

育
・
文
化
系
の
非
営
利
団
体

「
あ
お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

が
、
6
月
5
日
（
木
）
に
「
和

菓
子
キ
ャ
ン
プ
」
を
開
催
す
る

に
あ
た
り
参
加
児
童
を
募
集
し

て
い
る
。
対
象
はPre-K

か
ら

4
年
生
ま
で
。
す
べ
て
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
は
日
本
語
で
行
わ

れ
る
。
教
室
内
で
の
日
本
語
の

指
示
や
会
話
が
理
解
で
き
る
こ

と
が
参
加
条
件
。
今
回
は
、
和

菓
子
の
歴
史
と
技
術
を
発
見

し
、
そ
の
文
化
的
な
意
義
や
美

し
い
お
菓
子
を
作
る
た
め
の
職

人
技
を
学
ぶ
。
楽
し
く
イ
ン

タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
環
境
の
中

で
和
菓
子
の
芸
術
を
祝
う
ユ

ニ
ー
ク
な
機
会
を
提
供
す
る
。

参
加
申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト https://www.

aozoracom
m
unity.org/

daycamp-20242025

参
照
。

子
供
の
日
親
子
イ
ベ
ン
ト

23
日
と
26
日
針
山
バ
レ
エ
で

あ
お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ    

和
菓
子
キ
ャ
ン
プ    

6
月
5
日
に
開
催 

　

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
は
３

月
18
日
、
卒
園
式
を
行
っ
た
。

少
し
緊
張
し
た
表
情
で
入
場
し

た
卒
園
児
達
は
、
証
書
授
与
で

名
前
を
呼
ば
れ
る
と
「
は
い
」

と
返
事
を
し
、「
卒
園
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
」の
声
に「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
大

き
な
声
で
答
え
た
。

　
「
思
い
出
の
言
葉
」
で
は
、

卒
園
児
３
人
が
幼
稚
園
で
の
思

い
出
を
振
り
返
り
あ
い
さ
つ
を

し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
ク
ラ

ス
み
ん
な
と
力
を
合
わ
せ
て
頑

張
っ
た
こ
と
、Kol Ami

の
友

達
と
一
緒
に
も
ち
つ
き
を
し
た

こ
と
、
他
の
ク
ラ
ス
と
遊
ん
で

楽
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
、「
友

達
が
い
っ
ぱ
い
い
た
か
ら
楽
し

か
っ
た
よ
ね
」「
み
ん
な
友
達

だ
よ
ね
」
と
、
た
く
さ
ん
の
仲

間
に
囲
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
感

謝
す
る
姿
が
あ
っ
た
。
在
園
児

は
「
送
る
言
葉
」
と
し
て
、
い

つ
も
憧
れ
の
存
在
で
あ
り
、
そ

れ
と
同
時
に
一
緒
に
過
ご
し
て

き
た
仲
間
と
し
て
の
「
あ
り
が

と
う
」
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た

言
葉
を
送
っ
た
。
そ
の
後
は
在

園
児
全
員
か
ら
歌
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
た
。
卒
園
児
の
「
お
別

れ
の
言
葉
」
か
ら
は
家
族
や
先

生
に
感
謝
す
る
気
持
ち
も
伝
わ

り
、
卒
園
児
に
よ
る
歌
と
ピ
ア

ニ
カ
で
の
合
奏
を
終
え
、
全
員

で
園
歌
を
歌
い
卒
園
式
は
終
了

し
た
。
卒
園
児
は
拍
手
に
送
ら

れ
晴
れ
や
か
な
笑
顔
で
花
道
を

退
場
し
た
。

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園

元
気
に
卒
園
式

　

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校

（
横
澤
広
美
校
長
）
は
、
3
月

16
日
に
令
和
6
年
度
の
卒
業
証

書
授
与
式
を
行
っ
た
。幼
稚
部
、

小
学
部
、中
学
部
合
同
の
卒
園
・

卒
業
式
。
幼
稚
部
の
園
児
は
、

横
澤
校
長
か
ら
卒
園
証
書
を
受

け
取
る
際
、
両
手
を
い
っ
ぱ
い

に
伸
ば
し
て
受
け
取
っ
た
。
ま

た
小
学
部
、
中
学
部
の
卒
業
生

は
一
人
一
人
が
壇
上
で
自
分
の

思
い
を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

披
露
し
、
そ
の
後
卒
業
証
書
を

受
け
取
っ
た
。

　

校
長
は
式
辞
で
、
こ
れ
ま
で

育
て
て
く
れ
た
保
護
者
や
家
族

を
は
じ
め
多
く
の
人
に
感
謝

し
、
こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
の

中
で
人
に
や
さ
し
く
生
き
て
ほ

し
い
と
話
し
た
。卒
業
式
後
は
、

卒
業
生
一
人
一
人
の
こ
れ
ま
で

の
歩
み
を
写
真
で
つ
づ
る
動
画

が
流
れ
、卒
業
に
花
を
飾
っ
た
。

最
後
は
卒
業
生
保
護
者
代
表
か

ら
の
お
礼
の
あ
い
さ
つ
で
式
が

締
め
く
く
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

校
舎
内
の
廊
下
に
在
校
生
と
保

護
者
が
手
で
ア
ー
チ
を
作
り
、

「
手
を
つ
な
ご
う
」
の
曲
を
合

奏
・
合
唱
し
な
が
ら
、
卒
業
生

を
見
送
っ
た
。
幼
稚
部
、
小
学

部
の
卒
園
・
卒
業
し
た
園
児
、

児
童
の
ほ
と
ん
ど
は
そ
の
ま
ま

同
校
に
内
部
進
学
し
、
中
学
部

の
卒
業
生
は
4
月
以
降
、
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
引
き
続

き
同
校
と
の
か
か
わ
り
を
持
つ

も
の
も
多
い
。
4
月
13
日
に
は

令
和
7
年
度
の
入
学
式
を
予
定

し
て
い
る
。

デンバー日本語補習学校

幼稚部、小学部、中学部
合同で卒業証書授与式

　
３
月
13
日
、
フ
レ
ン
ズ
ア
カ

デ
ミ
ー
た
ん
ぽ
ぽ
幼
稚
園
（
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
笠
間
将
平
）
は
生

活
発
表
会
を
開
催
し
た
。
こ
の

会
は
子
ど
も
た
ち
が
１
年
間
の

成
長
を
発
表
し
、
保
護
者
と
共

に
そ
の
歩
み
を
振
り
返
る
年
に

１
度
の
特
別
な
機
会
で
あ
る
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
世
界
中

で
愛
さ
れ
るEric Carle

作『
は

ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
』。
絵
本
の

世
界
を
舞
台
に
、
園
児
た
ち
が

歌
や
演
劇
を
披
露
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
「
あ
お
む
し
」
に
な

り
き
り
、
食
べ
物
の
穴
を
く
ぐ

り
抜
け
た
り
、
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
て
元
気
い
っ
ぱ
い
に
歌
っ
た

り
と
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
展
開
し
た
。
発
表

会
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
、

実
際
に
子
ど
も
た
ち
が
幼
虫
か

ら
大
切
に
育
て
た
蝶
を
園
舎
前

で
放
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
毎

日
観
察
を
重
ね
、
幼
虫
の
世
話

を
し
な
が
ら
、
成
長
の
過
程
を

間
近
で
体
験
し
て
き
た
。
蛹
か

ら
美
し
い
蝶
へ
と
変
わ
る
姿

は
、
ま
る
で
自
分
た
ち
の
成
長

を
映
し
出
し
て
い
る
か
の
よ
う

だ
っ
た
。蝶
を
放
つ
際
に
は「
ま

た
ね
！
」
と
手
を
振
る
子
も
い

れ
ば
、
別
れ
を
惜
し
ん
で
涙
ぐ

む
子
も
い
た
。
生
き
物
を
育
て

る
こ
と
で
、
命
の
尊
さ
や
別
れ

の
大
切
さ
を
学
ぶ
貴
重
な
経
験

と
な
っ
た
。
最
後
に
子
ど
も
た

ち
の
１
年
間
の
歩
み
を
ま
と
め

た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が
上
映
さ

れ
、
保
護
者
は
「
こ
ん
な
に
成

長
し
た
な
ん
て
」
と
感
動
す
る

姿
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
ま

た
、
前
日
に
子
ど
も
た
ち
が
心

を
込
め
て
焼
き
上
げ
た
ク
ッ
キ

ー
が
振
る
舞
わ
れ
、
家
族
で
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

絵本の世界を演劇で
フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー

https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
https://www.aozoracommunity.org/daycamp-20242025
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Ｑ　

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
が
あ
る
小
学
生

を
受
け
持
つ
教
師
で
す
。
何
度

言
っ
て
も
注
意
が
そ
れ
る
、
指

示
に
従
わ
な
い
、
説
明
を
聞
い

て
な
い
の
で
や
る
べ
き
こ
と
が

分
か
ら
な
い
、
授
業
の
課
題
を

終
え
ら
れ
な
い
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
が
あ
り
対
応
に
困
っ

て
い
ま
す
。今
後
担
任
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い
け
ば

よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
Ｙ
州
教
員
）

Ａ　

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
が
あ
る
こ
と
で

教
室
内
で
起
こ
る
問
題
行
動
へ

の
対
応
法
に
は
い
ろ
い
ろ
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。
主
な
も
の
を

ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
教
師
が
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の

特
性
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を

得
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
は
脳
の
実
行
機
能
と
呼
ば

れ
る
部
分
の
機
能
不
全
の
た
め

に
起
こ
る
先
天
的
な
も
の
で

す
。
決
し
て
子
ど
も
の
怠
慢
や

反
抗
、
親
の
し
つ
け
な
ど
が
原

因
で
起
こ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
子
ど
も
が

た
と
え
努
力
し
て
い
て
も
、
ど

う
し
て
も
注
意
が
そ
れ
て
し
ま

う
、
じ
っ
と
座
っ
て
い
ら
れ
な

い
、
離
席
し
て
し
ま
う
、
授
業

中
な
ど
静
か
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
間
と
わ
か
っ
て
い
て

も
、
つ
い
頭
に
浮
か
ぶ
こ
と
が

口
か
ら
出
て
し
ま
う
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
行
動
が
起
こ
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。

　

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
は
知
的
障
害
を
伴

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ａ

Ｄ
Ｈ
Ｄ
児
の
中
に
は
知
的
に
高

い
子
も
多
く
、
こ
の
た
め
親
や

教
師
が
気
づ
か
ず
発
見
が
遅
れ

る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
教
師
が
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
を
正
し

く
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
、
そ

の
症
状
か
ら
く
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
行
動
を
生
徒
の
せ
い
だ
と

思
い
、
注
意
し
た
り
叱
っ
た
り

す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。す
る
と
子
ど
も
は「
一

生
懸
命
努
力
し
て
も
わ
か
っ
て

く
れ
な
い
」、「
い
つ
も
自
分
だ

け
叱
ら
れ
る
」
と
い
う
経
験
を

重
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
が
続
け
ば
「
が
ん
ば
っ
て
も

意
味
な
い
」
と
自
暴
自
棄
に
な

っ
た
り
、
努
力
を
や
め
て
し
ま

っ
た
り
、「
自
分
は
悪
い
子
だ
」

と
思
い
込
み
自
己
肯
定
感
が
傷

つ
く
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
周
り
の
大
人
が
こ
の
点
を

理
解
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
で

す
。

不
注
意
か
ら
く
る
問
題
へ
の
対

応
法
：

●
で
き
る
だ
け
教
室
内
は
す
っ

き
り
と
、
授
業
に
必
要
な
い
も

の
は
見
え
る
場
所
に
置
か
な

い
。

●
指
示
は
短
く
、
わ
か
り
や
す

く
直
接
的
な
言
い
方
で
（
間
接

的
な
ま
わ
り
く
ど
い
言
い
方
を

避
け
る
）。

●
枠
組
み
を
し
っ
か
り
と
（
今

や
る
こ
と
、
次
に
や
る
べ
き
こ

と
が
明
確
で
は
っ
き
り
し
て
い

る
）。

●
全
体
に
指
示
し
た
り
説
明
し

た
後
、
な
る
べ
く
個
別
に
フ
ォ

ロ
ー
す
る
（
今
や
る
べ
き
こ
と

を
理
解
し
て
い
る
か
）。

●
生
徒
が
注
意
を
払
っ
て
い
る

の
を
確
か
め
て
か
ら
指
示
・
説

明
を
す
る
（
名
を
呼
ぶ
だ
け
で

は
聞
こ
え
て
い
な
い
こ
と
も
有

る
）。

●
大
き
な
課
題
は
細
分
化
し
て

段
階
的
に
与
え
る
。

●
絵
や
図
、
実
物
な
ど
の
視
覚

的
補
助
を
で
き
る
だ
け
用
い

る
。

●
生
徒
の
興
味
を
引
く
教
材
を

使
う
。

●
宿
題
や
持
っ
て
く
る
べ
き
物

な
ど
大
事
な
こ
と
は
板
書
す

る
。

●
き
ま
り
ご
と
は
目
に
つ
き
や

す
い
場
所
に
貼
る
。

●
席
を
配
慮
す
る
（
個
別
フ
ォ

ロ
ー
し
や
す
い
よ
う
教
師
の
近

く
に
す
る
、
真
面
目
な
生
徒
の

隣
に
す
る
な
ど
）。

●
授
業
の
形
態
を
工
夫
す
る

（
ペ
ア
ワ
ー
ク
や
ゲ
ー
ム
形
式
、

書
く
・
製
作
す
る
作
業
を
組
み

こ
む
な
ど
変
化
を
つ
け
る
）。

●
１
日
の
活
動
の
流
れ
を
示
し

た
も
の
を
貼
っ
て
お
く
（
次
に

何
が
起
こ
る
か
予
測
が
つ
き
指

示
に
従
い
や
す
い
）。

●
注
意
散
漫
に
な
っ
た
時
や
お

し
ゃ
べ
り
が
過
ぎ
る
時
な
ど
、

教
師
と
サ
イ
ン
を
決
め
て
お
き

（
肩
を
軽
く
触
る
な
ど
）、
他
の

子
に
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
注
意

を
促
す
。

●
次
の
行
動
に
移
る
前
に
予
告

す
る
。

●
指
示
す
る
ば
か
り
で
な
く

「
今
何
す
る
時
間
？
」
な
ど
と

聞
き
、
自
分
で
も
考
え
さ
せ
自

覚
を
促
す
。

●
改
善
が
見
ら
れ
れ
ば
些
細
な

こ
と
で
も
褒
め
る
。

●
達
成
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
工

夫
す
る
（
プ
リ
ン
ト
を
配
る
な

ど
役
割
を
与
え
、
で
き
た
ら
褒

め
る
な
ど
）。

　

こ
れ
ら
の
対
応
は
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ

児
は
も
ち
ろ
ん
、
定
型
発
達
の

子
ど
も
の
学
習
に
も
大
い
に
役

立
つ
も
の
で
す
。
全
て
を
一
度

に
行
う
の
は
無
理
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
時
々
で

可
能
な
も
の
を
取
り
入
れ
る
よ

う
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
が
あ
る
子
ど
も
達
の

自
尊
心
や
自
己
肯
定
感
が
傷
つ

い
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
周
り
の

大
人
が
気
を
つ
け
て
サ
ポ
ー
ト

し
た
い
も
の
で
す
。
次
回
は
多

動
性
・
衝
動
性
か
ら
く
る
問
題

の
対
応
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　
　

　
　
　
（
５
月
３
日
号
に
続
く
）
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「
自
分
だ
け
何
か
を
持
っ
て

い
な
い
」
と
い
う
焦
り
は
、

時
に
誰
に
で
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
「
何
か
」
は
人

に
よ
っ
て
違
う
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
服
や
ア
ク
セ
サ
リ

ー
な
ど
の
物
質
的
な
物
、
そ

し
て
愛
や
友
情
、
人
間
関
係

な
ど
の
抽
象
的
な
も
の
で
あ

っ
た
り
も
し
ま
す
。
最
近
の

私
に
と
っ
て
そ
れ
は
、
長
い

ネ
イ
ル
で
し
た
。
他
の
女
の

子
た
ち
が
つ
け
爪
を
し
た
り
、

爪
を
長
く
伸
ば
し
て
い
る
の

に
憧
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
で
き
な
か
っ
た
自
分
だ
け
、

違
う
よ
う
な
気
が
し
て
、
疎

外
感
さ
え
感
じ
て
い
ま
し
た
。

７
歳
か
ら
15
歳
ま
で
私
は
毎

週
ピ
ア
ノ
の
レ
ッ
ス
ン
に
通

っ
て
い
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
を

弾
く
時
に
、
長
い
爪
だ
と
カ

チ
カ
チ
音
が
し
、
邪
魔
な
の

で
、
ず
っ
と
伸
ば
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ピ
ア

ノ
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
長

く
伸
ば
せ
な
い
の
は
仕
方
な

い
と
思
い
な
が
ら
、
反
面
で

羨
ま
し
い
と
密
か
に
思
っ
て

い
ま
し
た
。

　

数
ヶ
月
前
に
私
は
八
年
間

も
続
け
て
い
た
ピ
ア
ノ
の
レ

ッ
ス
ン
を
や
め
ま
し
た
。
学

校
や
ス
ポ
ー
ツ
、
仕
事
な
ど

で
忙
し
く
な
り
、
練
習
す
る

時
間
が
な
く
な
っ
た
の
が
主

な
理
由
で
し
た
。
ピ
ア
ノ
を

や
め
て
か
ら
す
ぐ
に
私
は
友

達
に
、
今
ま
で
ず
っ
と
や
り

た
か
っ
た
ネ
イ
ル
を
や
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。「
ネ
イ
ル
初

め
て
だ
ね
、
な
ん
か
違
う
人

に
な
っ
た
み
た
い
」
と
友
達

に
言
わ
れ
て
、
や
っ
と
他
の

女
の
子
た
ち
の
仲
間
入
り
を

し
た
感
じ
さ
え
し
ま
し
た
。

最
初
は
か
わ
い
い
と
思
っ
て

新
し
い
ネ
イ
ル
に
見
惚
れ
て

い
ま
し
た
。
ツ
ヤ
ツ
ヤ
し
た

秋
っ
ぽ
い
ブ
ラ
ウ
ン
に
白
い

リ
ボ
ン
が
つ
い
た
ア
ー
モ
ン

ド
ネ
イ
ル
。
次
は
ど
ん
な
の

に
し
よ
う
か
な
、
ウ
キ
ウ
キ

し
な
が
ら
「
こ
ん
な
長
い
爪

初
め
て
」
と
思
い
、
手
を
広

げ
て
う
っ
と
り
と
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

で
も
意
外
に
も
日
常
生
活

の
中
で
だ
ん
だ
ん
不
便
だ
な

と
い
う
気
持
ち
の
方
が
大
き

く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
例

え
ば
お
箸
を
持
つ
こ
と
か
ら

洗
濯
物
を
畳
む
な
ど
の
シ
ン

プ
ル
な
事
が
倍
ほ
ど
難
し
く

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

「
欲
望
と
現
実
」

　
　
　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
木
　
結

「身の回りの当たり前」
　NY育英インターナショナルスクール PW校中１
　　　　　　　　　　　　  　　石橋　隼

そ
ん
な
時
私
は
、
先
に
や
る
こ

と
を
や
っ
て
か
ら
読
め
ば
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
も
い
つ

も
私
は
本
を
読
む
こ
と
を
先
に

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぐ
ら
い
私
に
と
っ
て
本

は
み
力
的
で
、
読
め
ば
読
む
ほ

ど
ひ
か
れ
ま
す
。
本
を
読
ん
で

い
る
時
の
私
の
頭
の
中
は
そ
の

物
語
で
ぱ
ん
ぱ
ん
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
新
し

い
本
を
読
み
、
楽
し
い
物
語
を

知
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
や
さ
し
い
お
友
だ
ち
に
も
感

し
ゃ
し
て
、
こ
れ
か
ら
新
し
く

で
き
る
お
友
だ
ち
に
は
、
私
の

事
を
話
し
て
、
知
っ
て
も
ら
い

声
を
か
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に

た
の
み
た
い
で
す
。

　
　

   　
（
滞
米
３
年
６
か
月
）

な
り
ま
し
た
。
ホ
ッ
ケ
ー
や

筋
ト
レ
の
邪
魔
に
も
な
っ
て
、

三
日
後
に
は
も
う
長
い
爪
に

飽
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
身

の
回
り
の
人
を
見
て
、
羨
ま

し
く
な
っ
た
り
、
自
分
の
好

み
や
生
活
に
合
っ
て
い
る
か

を
考
え
ず
に
、
み
ん
な
持
っ

て
い
る
か
ら
、
自
分
も
欲
し

い
と
い
う
欲
望
に
囚
わ
れ
る

こ
と
は
よ
く
あ
る
パ
タ
ー
ン

で
す
。

　

特
に
、
最
近
は
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
流
行

や
大
衆
の
意
見
を
鵜
呑
み
に

し
、
流
さ
れ
る
事
は
簡
単
で

す
。
自
分
の
感
情
に
よ
る
、

根
拠
の
な
い
疎
外
感
を
抱
き
、

そ
れ
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ

る
の
は
、
人
間
の
生
ま
れ
持

っ
た
弱
点
で
し
ょ
う
。
そ
れ

に
惑
わ
さ
れ
な
い
目
と
思
考

力
を
も
ち
た
い
で
す
。
商
品

だ
け
で
は
な
く
、
ア
イ
デ
ィ

ア
や
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
な
ど
に

惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
、
ま
ず
、

自
分
は
本
当
に
何
が
欲
し
い

か
を
明
確
に
す
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。
他
人
が
持
っ
て

い
る
こ
と
ば
か
り
気
に
し
て

い
る
と
、
自
分
が
ど
ん
な
に

恵
ま
れ
て
い
る
か
を
忘
れ
が

ち
に
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う

時
は
逆
に
自
分
は
何
を
も
う

す
で
に
持
っ
て
い
る
か
を
明

確
に
す
る
と
良
い
で
す
。

　

自
分
の
爪
は
短
く
て
、
綺

麗
で
は
な
い
け
れ
ど
、
ピ
ア

ノ
を
弾
く
時
も
運
動
を
す
る

と
き
も
邪
魔
に
な
ら
な
い
、

大
事
な
爪
で
す
。
本
当
に
欲

し
い
も
の
は
何
か
を
私
に
思

い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
米
国
生
ま
れ
）

　

突
然
だ
が
、
皆
さ
ん
が
思
う

幸
せ
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
好
き

な
食
べ
物
を
食
べ
て
い
る
時
、

友
人
と
話
し
て
い
る
時
、
友
人

と
話
し
て
る
時
。
幸
せ
と
感
じ

る
物
は
一
人
一
人
違
う
だ
ろ

う
。
僕
が
考
え
る
幸
せ
は
「
当

た
り
前
」
だ
。

　

僕
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
考
え

た
の
か
は
、
小
学
四
年
生
に
ま

で
遡
る
。
僕
は
道
徳
の
授
業

で
あ
る
話
に
と
て
も
驚
い
た
。

そ
の
話
は
実
話
で
、
マ
ン
ハ

　

私
の
好
き
な
事
は
本
を
読

む
事
で
す
。
い
つ
も
本
を
読

ん
で
い
ま
す
。
本
を
読
む
と

物
語
の
中
に
と
け
こ
め
て
、

現
実
で
は
ぜ
っ
体
に
な
い
事

が
楽
し
め
る
か
ら
で
す
。
本

を
読
ん
で
い
る
と
自
分
の
い

や
な
事
を
わ
す
れ
て
、
物
語

の
中
に
い
る
人
物
や
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
に
な
っ
た
気
分
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
が
す
ご
く
面

白
く
て
楽
し
い
で
す
。

　

し
か
し
物
語
に
し
ゅ
う
中

し
て
い
る
た
め
他
の
人
の
声

が
聞
こ
え
な
い
の
が
私
の
問

題
点
で
す
。

　

例
え
ば
学
校
で
本
を
読
む

時
間
の
時
に
、
先
生
が
何
回

も
「
休
み
時
間
で
す
よ
。」
と

み
ん
な
に
声
を
か
け
ま
す
が
、

私
は
物
語
に
し
ゅ
う
中
し
て

読
ん
で
い
た
の
で
気
付
き
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
時
、
私
の
事

を
知
っ
て
い
る
友
達
が
来
て

「
こ
ん
に
ち
は
」
と
大
き
な
声

を
か
け
な
が
ら
、
本
と
私
の

顔
の
間
に
手
を
ふ
っ
て
く
れ

ま
す
。
そ
し
て
私
は
、「
は
っ
」

と
言
い
ま
す
。

　

い
つ
も
毎
日
そ
う
で
す
。

自
分
で
も
何
で
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
が
、
本
読
ん
で
い
る

と
ど
う
し
て
も
耳
か
ら
声
が

入
っ
て
き
ま
せ
ん
。
お
父
さ

ん
と
お
母
さ
ん
は
、
私
が
本

を
読
み
す
ぎ
て
い
る
か
ら
本

を
読
む
な
と
言
う
時
が
あ
り

ま
す
。
だ
か
ら
こ
っ
そ
り
朝

早
く
起
き
て
、
な
い
し
ょ
で

読
む
事
が
あ
り
ま
す
。
で
も

朝
早
く
起
き
る
と
ど
こ
か
で

ね
む
り
た
く
な
る
時
が
あ
り

ま
す
。

　

ど
う
し
て
本
を
読
む
な
と

言
わ
れ
る
の
か
私
は
わ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
家
で
本

を
読
み
始
め
る
と
何
も
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
な
に
も
聞

こ
え
な
く
な
り
ま
す
。
時
間

を
決
め
て
も
つ
づ
き
が
気
に

な
っ
て
気
に
な
っ
て
う
ず
う

ず
し
て
、
そ
の
方
が
何
も
出

来
な
く
な
り
ま
す
。
な
の
で

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
私

が
本
を
読
ん
で
い
る
と
、「
ま

た
読
ん
で
い
る
の
！
」「
宿
題

し
た
？
」「
明
日
の
じ
ゅ
ん
び

し
た
？
」
と
言
っ
て
き
ま
す
。

「
私
の
好
き
な
事
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
込
　
芽
里

　
「
い
ち
ば
ん
い
け
な
い
の
は
、

自
分
な
ん
か
ダ
メ
だ
と
思
い
込

む
こ
と
だ
よ
」。

　

こ
れ
は
、
漫
画
『
ド
ラ
え
も

ん
』
に
登
場
す
る
野
比
の
び
太

の
言
葉
で
す
。
こ
れ
ま
で
た
く

さ
ん
の
印
象
的
な
言
葉
に
出
会

っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
言
葉

ッ
タ
ン
の
ホ
ー
ム
レ
ス
が
一

人
の
少
女
に
助
け
ら
れ
、
最

終
的
に
会
社
に
行
く
の
だ
が
、

僕
は
話
の
中
の
ホ
ー
ム
レ
ス

が
と
て
も
信
じ
ら
れ
な
か
っ

た
。
実
際
に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

に
何
回
か
行
っ
た
こ
と
も
あ

る
が
、
そ
の
時
も
三
人
ほ
ど

の
ホ
ー
ム
レ
ス
を
見
か
け
た
。

そ
こ
か
ら
僕
は
自
分
は
今
ど

れ
だ
け
幸
せ
な
の
か
を
考
え

た
。
自
分
に
は
帰
る
所
が
あ

り
、
母
が
毎
日
料
理
を
作
っ

て
く
れ
る
。
夜
は
ぐ
っ
す
り

と
眠
る
こ
と
が
で
き
、
学
校

に
行
け
る
。
こ
れ
ら
の
要
素

は
話
の
中
の
ホ
ー
ム
レ
ス
に

は
全
て
な
い
の
だ
。
当
た
り

前
だ
と
思
っ
て
い
て
も
、
味

方
を
変
え
れ
ば
そ
れ
は
と
て

も
幸
せ
だ
と
い
う
こ
と
が
分

か
る
と
思
う
。
今
こ
う
し
て

作
文
を
書
い
て
い
る
の
も
実

は
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
見
方
を
変
え
れ
ば

こ
う
考
え
る
事
も
出
来
る
。

今
地
球
は
様
々
な
問
題
に
直

面
し
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
、

海
や
大
気
の
汚
染
、
森
林
破

壊
は
全
て
人
類
が
関
係
し
て

い
る
。
こ
の
ま
ま
変
わ
ら
ず

数
百
年
続
け
ば
、
僕
達
の
当

た
り
前
が
無
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
な

ら
な
い
た
め
に
僕
は
今
、
身

の
回
り
の
当
た
り
前
を
再
認

識
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
も
ふ
ま
え
た

上
で
、
僕
は
世
界
の
人
に
こ

の
「
当
た
り
前
」
を
再
認
識

す
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
の
で
、
ま
ず
は
こ
の
作
文

を
読
ん
で
い
る
人
達
か
ら
広

め
た
い
と
思
う
。

　
　

   　
（
滞
米
１
年
９
か
月
）

「
僕
を
救
っ
た
の
び
太
の
名
言
」

　
　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
田
　
佳
正

は
特
に
共
感
し
、
こ
の
一
年

間
で
僕
に
最
も
影
響
を
与
え

た
言
葉
の
一
つ
で
す
。

　

日
本
に
い
た
頃
、
僕
は
学

校
の
宿
題
を
さ
ぼ
っ
た
り
忘

れ
た
り
し
て
、
ほ
ぼ
毎
日
の
よ

う
に
先
生
に
怒
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
日
々
が
4
年

生
頃
ま
で
続
き
、「
も
う
僕
な

ん
て
ダ
メ
ダ
メ
人
間
だ
」
と

思
い
込
む
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
母
が

買
っ
て
き
た
『
ド
ラ
え
も
ん
』

で
こ
の
言
葉
を
知
り
、
本
当

に
そ
の
通
り
だ
な
と
感
じ
た

の
で
す
。

　

の
び
太
は
、
テ
ス
ト
は
い

つ
も
0
点
で
、
ス
ポ
ー
ツ
も

苦
手
で
す
。
ジ
ャ
イ
ア
ン
や

ス
ネ
夫
に
い
じ
め
ら
れ
て
も

抵
抗
で
き
ま
せ
ん
。
悪
く
言

っ
て
し
ま
う
と
、
何
も
で
き

な
い
人
間
で
す
。
し
か
し
の

び
太
は
、
そ
ん
な
自
分
を
責

め
た
り
、「
自
分
な
ん
か
ダ
メ

だ
」
と
思
っ
た
り
し
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
ど
う
し
た
ら
ダ
メ

な
部
分
を
改
善
で
き
る
か
を

考
え
て
い
る
の
で
す
。
も
し

僕
が
の
び
太
だ
っ
た
ら
、
こ

ん
な
に
強
い
精
神
を
持
つ
こ

と
は
絶
対
に
で
き
な
い
で
し

ょ
う
。

　

漫
画
を
読
ん
で
以
来
、
何

か
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
き

や
自
分
を
責
め
そ
う
に
な
っ

た
と
き
、
僕
は
こ
の
言
葉
を

自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
特
に
ア
メ

リ
カ
に
来
て
か
ら
は
、
こ
の

言
葉
に
随
分
助
け
ら
れ
ま
し

た
。
僕
は
、
小
学
5
年
生
の

と
き
に
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ

に
来
て
、
現
地
校
と
日
本
人

学
校
に
通
い
始
め
ま
し
た
。

現
地
校
で
は
慣
れ
な
い
こ
と

ば
か
り
で
、
ク
ラ
ス
に
馴
染
む

の
が
と
て
も
大
変
で
し
た
。
英

語
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
宿

題
が
全
く
で
き
て
い
な
か
っ
た

り
し
て
先
生
に
注
意
さ
れ
る
た

び
に
、「
自
分
は
ダ
メ
だ
、
宿

題
す
ら
ま
と
も
に
で
き
な
い
ク

ズ
だ
」
と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
思
考
に
陥
っ
て
し
ま
い
そ
う

に
な
り
ま
し
た
。
で
も
そ
ん
な

時
こ
そ
、「
い
ち
ば
ん
い
け
な

い
の
は
自
分
な
ん
か
ダ
メ
だ
と

思
い
こ
む
こ
と
だ
よ
」
と
い
う

の
び
太
の
言
葉
を
思
い
出
し
、

「
も
う
自
分
な
ん
か
ダ
メ
だ
」

で
は
な
く
「
次
か
ら
は
気
を
つ

け
よ
う
」
と
、
少
し
ず
つ
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

僕
も
の
び
太
の
よ
う
に
強
い

精
神
を
持
っ
て
、
物
事
を
前
向

き
に
捉
え
な
が
ら
、
様
々
な
こ

と
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　
　

   　
（
滞
米
１
年
７
か
月
）

　
　

□　
　

□　
　

□

http://www.newjerseyjapaneseschool.org
https://starchildny.com/
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ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
暮
ら
し

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
中
心
部
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

に
も
Ｎ
Ｙ
生
活
を
満
喫
で
き
る
エ
リ
ア
と
い
え
ば
、
ア
ッ
パ
ー
ウ

エ
ス
ト
サ
イ
ド
は
、
五
指
に
入
る
好
条
件
の
立
地
場
所
だ
。
中
で

も
57
丁
目
か
ら
60
丁
目
台
ま
で
は
ア
ッ
パ
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
と

並
ぶ
高
級
住
宅
が
ひ
し
め
い
て
い
る
。

　　

賃
貸
と
し
て
入
居
す
る
の
も
購
入
者
と
し
て
物
件
を
入
手
す
る

の
も
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
は
売
り
手
市
場
の
た
め
、
い
い
物
件
に
巡
り

合
っ
て
も
入
居
す
る
ま
で
が
一
苦
労
だ
。
従
来
は
、
不
動
産
を
探

す
方
が
年
間
家
賃
の
15
％
を
手
数
料
と
し
て
不
動
産
会
社
に
支
払

っ
て
い
た
が
、
法
律
が
改
正
さ
れ
、
今
年
７
月
か
ら
手
数
料
は
大

家
側
が
支
払
う
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
業
者
か
ら
の
強
い
反
発

が
あ
り
、
実
際
に
施
行
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
未
定
だ
。

　　

写
真
の
部
屋
は
、
賃
貸
で
は
な
く
売
り
物
件
だ
が
、
そ
ん
な
ア

ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
59
丁
目
に
あ
る
高
層
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム

の
18
階
に
あ
る
１
ベ
ッ
ト
ル
ー
ム
で
、
広
さ
が
８
０
１
平
方
フ
ィ

ー
ト
、
1
・
５
バ
ス
ル
ー
ム
で
販
売
価
格
は
１
４
５
万
ド
ル
。
公

益
費
は
月
額
１
３
１
４
ド
ル
。
南
向
き
で
室
内
に
洗
濯
機
と
乾
燥

機
が
あ
る
。
建
物
内
に
プ
ー
ル
、
ガ
レ
ー
ジ
、
売
価
に
含
ま
れ
る

物
置
が
あ
り
、
ド
ア
マ
ン
が
常
駐
。
窓
か
ら
は
ハ
ド
ソ
ン
川
が
見

え
て
、
南
向
き
は
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
ま
で
一
望
で
き
る
パ
ノ
ラ
マ
ビ

ュ
ー
が
広
が
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ら
し
い
現
代
的
な
居
住
空
間
だ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
３
４
７
・
５
４
６
・
５
３
１
８
、

Ｅ
メ
ー
ル　

 rika.furumoto@gmail.com
　

、
山
崎
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
古
本
不
動
産
）

　

総
合
不
動
産
サ
ー
ビ
ス
の

リ
ロ 

リ
ダ
ッ
ク
は
３
月
20
日
、

Ｎ
Ｙ
本
社
で
子
ど
も
が
い
る
帯

同
家
族
向
け
の
教
育
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
た
。

　

前
半
は
、
米
国
教
育
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
で
「Brooklyn de 

Kosodate

」
を
主
宰
す
る
辻

沙
織
氏
が
、
現
地
校
の
教
育
事

情
や
学
校
選
び
の
ヒ
ン
ト
、
海

外
で
育
つ
子
ど
も
を
親
と
し
て

ど
の
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

け
ば
良
い
の
か
な
ど
、
具
体
的

な
事
例
と
と
も
に
分
か
り
や
す

く
話
し
た
。
後
半
は
、
未
就
学

児
や
す
で
に
学
校
に
通
っ
て
い

る
子
ど
も
を
持
つ
参
加
者
が
、

現
地
校
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま

な
疑
問
や
悩
み
、
今
後
の
相
談

事
な
ど
を
直
接
辻
氏
に
聞
い
た

り
、
参
加
者
同
士
で
経
験
談
を

共
有
す
る
な
ど
、
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
の
な
か
、
い
つ
ま

で
も
話
が
途
切
れ
な
か
っ
た
。

参
加
者
は
「
大
変
た
め
に
な
る

セ
ミ
ナ
ー
で
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
雰
囲
気
で
質
問
も
し
や
す
か

っ
た
。
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」

「
気
軽
に
聞
き
た
い
こ
と
を
発

言
す
る
こ
と
が
で
き
、
丁
寧
に

教
え
て
い
た
だ
き
と
て
も
勉
強

に
な
っ
た
」と
感
想
を
話
し
た
。 　

近
畿
連
合
「
粉
モ
ン
会
」
お

花
見
イ
ベ
ン
ト
が
4
月
６
日

（
日
）
正
午
か
ら
午
後
３
時
ま

で
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
に
あ
る
灯
台
近
く
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ

エ
リ
ア
に
て
開
催
さ
れ
る
。

　

お
た
ふ
く
フ
ー
ズ
が
ス
ポ
ン

サ
ー
で
お
好
み
焼
き
、
焼
き
そ

ば
、た
こ
焼
き
が
提
供
さ
れ
る
。

飲
み
物
は
持
参
す
る
。
参
加
費

は
25
ド
ル
（
当
日
現
金
に
て

支
払
う
）。
連
絡
先
は
Ｅ
メ
ー

ルnywakayamakenjinkai@
gmail.com

（
ま
ゆ
み
さ
ん
）

ま
で
。

リダック主催
「NYの小学校・中学校教育セミナー」
子供がいる帯同家族向けに

「Brooklyn de Kosodate

」

辻
沙
織
さ
ん
が
現
地
教
育
事
情
を
解
説

近
畿
連
合
「
粉
モ
ン
会
」

お
花
見
イ
ベ
ン
ト
開
催

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
島
で
6
日

https://www.redacinc.com/
mailto:rika.furumoto@gmail.com
mailto:nywakayamakenjinkai@gmail.com
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私
の
銀
座
と
の
縁
は
仕
事
で

30
年
の
拠
点
で
す
し
住
居
で
も

12
、
３
年
間
は
単
身
で
銀
座
で

し
た
。
今
は
１
時
間
く
ら
い
の

郊
外
に
住
ん
で
い
ま
す
。
車
で

も
電
車
通
勤
で
も
オ
ン
オ
フ
の

切
り
替
え
が
あ
っ
て
健
康
的
で

身
体
に
は
良
い
で
す
よ
ね
。
銀

座
６
丁
目
の
ウ
ォ
ー
ル
ビ
ル
の

事
務
所
と
階
下
の
リ
ゾ
ー
ト
パ

セ
ラ
で
通
常
の
レ
ッ
ス
ン
や
客

間
と
し
て
や
事
務
所
で
の
使
用

で
す
。
し
か
し
銀
座
も
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
よ
う
に
こ
こ
数
年
は

急
速
に
国
際
都
市
と
し
て
欧

米
、
ア
ジ
ア
、
世
界
中
か
ら
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
圧
倒
的
に
多

く
な
り
ま
し
た
ね
。
し
か
し
そ

れ
は
ど
こ
も
同
じ
で
、
パ
リ
も

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
も
ハ
ワ
イ
も
古

き
良
き
風
情
は
な
く
な
り
多
人

種
の
人
々
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
国

際
都
市
で
す
ね
。
時
代
は
変
わ

り
ど
ん
ど
ん
と
進
化
し
ま
す
か

ら
今
は
ど
の
業
界
も
ビ
ジ
ネ

ス
の
維
持
や
迎
合
で
大
変
で

す
。
人
的
な
交
流
関
係
も
コ
ロ

ナ
を
挟
ん
だ
こ
こ
10
年
で
縁
が

消
え
て
行
く
人
が
多
く
て
ま
さ

に
「
風
の
ま
ま
に
」
如
く
で
す

ね
。
八
代
亜
紀
さ
ん
や
義
兄
の

増
田
部
長
も
鬼
籍
に
入
ら
れ
て

寂
し
い
も
の
で
す
ね
。
そ
れ
と

印
象
的
な
出
会
い
以
来
、
ラ
ジ

オ
の
ゲ
ス
ト
に
も
出
て
頂
い
た

下
條
ア
ト
ム
さ
ん
の
訃
報
を
聞

い
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
そ

れ
こ
そ
７
、８
年
前
に
私
の
知

り
合
い
の
演
出
家
の
一
言
を
き

っ
か
け
に
発
奮
さ
れ
１
年
後
に

は
腹
筋
は
シ
ッ
ク
ス
パ
ッ
ク
に

な
り
、
た
け
し
さ
ん
監
督
の
映

画
の
出
演
シ
ー
ン
で
下
條
さ
ん

は
全
力
疾
走
で
の
活
躍
で
し
た

し
ね
。
そ
う
言
え
ば
第
１
回
目

の
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
カ
ジ
キ

人
生
の
出
会
い
は
別
れ
の
始
ま
り 71

ズ
シ
ョ
ー
に
お
連
れ
し
た
宇
宙

戦
艦
ヤ
マ
ト
の
さ
さ
き
い
さ
お

さ
ん
も
病
気
静
養
中
と
の
マ
ス

コ
ミ
報
道
を
見
て
ビ
ッ
ク
リ
で

す
。
し
か
し
、
さ
さ
き
い
さ
お

さ
ん
は
ジ
ム
に
も
通
わ
れ
て
自

己
管
理
が
し
っ
か
り
さ
れ
る
方

な
の
で
安
心
は
し
て
い
ま
す
。

　

国
際
政
治
家
と
な
る
と
ト
ン

ト
そ
の
後
は
見
当
が
付
き
ま
せ

ん
ね
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
国
の
パ
ト

リ
シ
ア
駐
日
全
権
大
使
の
紹
介

で
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
大
統
領
で
ノ

ー
ベ
ル
平
和
賞
を
取
ら
れ
て
日

本
の
帝
国
ホ
テ
ル
で
の
パ
ー
テ

ィ
ー
で
謁
見
し
て
そ
の
場
で
大

統
領
夫
妻
と
ご
一
緒
に
記
念
撮

影
を
し
て
頂
き
嬉
し
か
っ
た
で

す
ね
。
今
は
パ
ト
リ
シ
ア
大
使

と
の
交
流
も
途
絶
え
て
い
る
の

で
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
今

は
そ
の
反
対
勢
力
の
方
が
現
職

の
大
統
領
の
よ
う
で
す
ね
。
ま

た
、
フ
ラ
ン
ス
は
パ
リ
の
市
長

で
も
あ
り
、
わ
た
し
の
ア
パ
ー

ト
の
大
家
さ
ん
で
も
あ
っ
た
ジ

ャ
ン
チ
ベ
リ
氏
も
国
会
議
員

で
、
友
達
の
ベ
ロ
ニ
ク
さ
ん
に

紹
介
さ
れ
た
の
が
ご
縁
で
し

た
。
政
治
家
は
分
断
化
さ
れ
て

失
脚
さ
れ
る
と
そ
の
後
の
展
開

も
早
い
で
す
し
ね
。
今
は
ベ
ロ

ニ
ク
さ
ん
と
も
長
ら
く
お
会
い

し
て
ま
せ
ん
。「
人
生
の
出
会

い
は
別
れ
の
始
ま
り
」
で
そ
れ

が
一
番
辛
い
も
の
で
す
ね
。
特

に
個
人
的
に
は
８
年
前
に
母
親

を
亡
く
し
て
寂
し
い
思
い
で

す
。
や
は
り
私
は
個
人
事
業
主

で
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
や
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト
業
で
仕
事

は
や
る
べ
き
こ
と
を
や
っ
て
ま

さ
に
「
風
の
ま
ま
に
」
で
す
が
、

や
は
り
身
近
な
人
や
身
内
や
さ

ま
ざ
ま
な
人
と
の
離
別
が
一
番

寂
し
い
も
の
で
す
。
か
と
言
っ

て
都
会
暮
ら
し
で
生
き
て
い
く

事
が
精
一
杯
で
中
々
不
義
理
に

な
り
ま
す
よ
ね
。
そ
の
点
故
郷

に
帰
る
と
い
つ
も
の
同
級
生
達

や
知
り
合
い
の
仲
間
達
が
迎
え

て
く
れ
て
時
間
は
ゆ
っ
く
り
流

れ
て
い
ま
す
。
田
舎
暮
ら
し
も

い
い
な
ぁ
と
思
う
反
面
、
慌
て

て
帰
る
事
に
な
り
ま
す
か
ら
、

や
は
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
皆
さ

ん
も
そ
う
だ
ろ
う
け
ど
そ
の
縁

の
有
っ
た
大
都
市
暮
ら
し
が
切

な
さ
も
寂
し
さ
が
あ
っ
て
も
何

と
な
く
身
体
に
暮
ら
し
や
す
さ

が
染
み
付
い
て
し
ま
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
ね
。
風
の
ま
ま
に

自
然
に
吹
か
れ
て
み
よ
う
と
お

も
い
ま
す
。

　 （
か
じ
き
・
と
し
み
／
花
の
街

振
興
財
団
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事
長
）

ジャンチベリ氏とパリにてホームパーティー

 おだいじに
カイロプラクティックの

基礎知識 

　

皆
さ
ん
は
1
日
お
仕
事
や
休

日
に
何
時
間
ほ
ど
座
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。   

　

長
時
間
悪
い
姿
勢
で
座
っ
て

い
る
と
首
の
前
面
が
緩
み
、
後

頭
部
か
ら
肩
が
緊
張
し
、
筋
緊

張
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
起
こ
り

ま
す
。
そ
の
結
果
、
巻
き
肩
、

猫
背 

に
な
り
、頭
痛
、肩
こ
り
、

肩
関
節
の
可
動
制
限
、
腰
痛
な

ど
の
原
因
に
つ
な
が
り
ま
す
。

座
り
心
地
の
い
い
ソ
フ
ァ
ー
も

要
注
意
で
す
。
柔
ら
か
い
座
面

に
座
る
と
、
最
初
は
心
地
よ
く

感
じ
ま
す
が
、
長
時
間
経
つ
と

沈
み
込
み
が
激
し
く
血
流
も
悪

く
な
り
体
が
痛
く
な
り
ま
す
。   

　

通
勤
中
の
姿
勢
や
荷
物
の
持

ち
方
も
片
方
の
肩
に
さ
げ
る
癖

な
ど
も
気
づ
い
た
ら
も
う
一
方

の
肩
に
持
ち
か
え
る
な
ど
意
識

し
て
過
ご
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。   

　

ジ
ム
な
ど
の
筋
ト
レ
も
、
体

幹
前
面
の
腹
筋
、
大
胸
筋
の
み

を
鍛
え
て
い
る
と
、
忘
れ
ら
れ

た
背
部
の
筋
肉
は
緩
み
っ
ぱ
な

し
に
な
り
、
ま
す
ま
す
猫
背
を

助
長
す
る
の
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く

鍛
え
て
く
だ
さ
い
。      

　

Ｕ
Ｃ
Ｓ
へ
の
対
策
と
し
て

は
、
手
を
後
ろ
で
組
ん
で
後
ろ

に
の
ば
し
な
が
ら
頭
を
後
ろ
に

倒
す
な
ど
上
半
身
の
血
流
を
よ

く
し
ま
し
ょ
う
。
正
し
い
姿
勢

で
仕
事
を
す
る
と
、
集
中
力
も

高
ま
り
、
疲
労
感
も
少
な
く
な

り
ま
す
の
で
実
践
し
ま
し
ょ

う
。      

上
位
交
差
症
候
群
（U

pper-Crossed 
Syndrom

e 

：
Ｕ
Ｃ
Ｓ
）
／
デ
ス
ク
ワ
ー

ク
症
候
群(

上
半
身
編)  

　

石
谷
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
で
は

よ
り
根
本
的
な
原
因
を
医
師
が

熟
練
し
た
手
技
療
法
で
脊
椎
を

正
し
い
位
置
に
戻
し
、
筋
肉
や

神
経
へ
の
圧
力
を
減
ら
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
痛
み
や
不
快

感
が
軽
減
し
、
全
体
的
な
機
能

が
改
善
さ
れ
ま
す
。
個
々
に
あ

っ
た
必
要
な
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

も
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

Ｄ
ｒ
．
 ロ
ジ
ャ
ー
・
ミ
チ
ェ
ル

Ｄ
Ｃ
（
石
谷
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー

／
機
能
性
医
学
医
・
ノ
ー
ス

イ
ー
ス
ト
健
康
科
学
大
学
卒 

Ishitanihealth.com

）

http://kiku-ny.com
mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
tel:9176780297
https://able-nw.com/newyork/
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
http://snsrealty.com/
https://ishitanihealth.com/
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現
代
社
会
で
、
も
っ
と
も
ス

ト
レ
ス
の
原
因
と
な
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る
人
間
関
係
。

私
た
ち
が
日
ご
ろ
接
す
る
身
近

な
人
た
ち
の
な
か
に
「
魅
力
が

あ
っ
て
刺
激
的
な
人
な
ん
だ
け

ど
、
会
っ
た
後
に
な
ぜ
か
気
持

ち
が
ざ
わ
ざ
わ
す
る
人
」
や
、

「
い
い
人
な
の
に
、（
ど
こ
が
悪

い
と
は
っ
き
り
言
え
な
い
け
れ

ば
）
ど
こ
か
息
苦
し
さ
を
感
じ

さ
せ
る
人
」
が
い
な
い
だ
ろ
う

か
。
例
え
ば
、
良
心
の
呵
責
を

感
じ
る
こ
と
な
く
平
気
で
噓
を

つ
き
、
簡
単
に
人
を
欺
く
サ
イ

コ
パ
ス
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
人

だ
っ
た
ら
、
そ
の
発
言
や
行
動

は
目
に
つ
き
や
す
い
た
め
近
づ

か
な
い
よ
う
に
す
る
予
防
策
が

取
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う

な
あ
か
ら
さ
ま
な
印
象
の
な
い

「
一
見
、い
い
人
」
た
ち
が
人
々

の
中
に
一
定
数
い
る
と
感
じ
た

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
彼
ら

の
見
た
目
や
雰
囲
気
は
ご
く
普

通
で
あ
る
た
め
、
よ
く
付
き
合

っ
て
み
な
い
と
、
自
分
を
疲
れ

さ
せ
る
人
だ
と
は
察
知
で
き
な

い
。
本
書
で
例
と
し
て
書
か
れ

て
い
る
の
は
、
噂
話
が
好
き
で

他
人
の
悩
み
を
聞
き
た
が
る

人
、
お
節
介
な
人
や
被
害
者
ア

ピ
ー
ル
を
す
る
人
な
ど
。
そ
う

い
う
人
と
一
緒
に
過
ご
し
て
い

る
う
ち
に
じ
わ
じ
わ
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
奪
わ
れ
、
逃
げ
る
手
段

が
取
り
に
く
く
な
る
。そ
し
て
、

困
っ
た
こ
と
に
彼
ら
は
多
く
の

場
合
「
悪
意
」
が
な
く
、
自
分

の
態
度
で
他
人
が
傷
つ
い
て
い

る
こ
と
に
全
く
気
が
つ
い
て
い

な
い
の
だ
。

　

本
書
で
は
「
一
見
い
い
人
」

を
ス
ト
ー
ブ
に
例
え
て
、
距
離

感
を
見
誤
っ
て
逃
げ
損
ね
る
と

じ
わ
じ
わ
と
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

て
「
低
温
や
け
ど
」
の
よ
う
に

重
症
化
し
や
す
い
と
解
説
し
て

い
る
。
確
か
に
低
温
や
け
ど
は

見
た
目
は
何
と
も
な
い
の
に
思

っ
た
以
上
に
重
症
化
し
て
火
傷

痕
が
残
っ
て
し
ま
う
厄
介
な
も

の
。
一
度
、
カ
イ
ロ
を
腰
に
貼

っ
た
ま
ま
寝
て
し
ま
っ
た
ら
、

翌
朝
ヒ
リ
ヒ
リ
痛
く
て
起
き
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
皮
膚
の
表
面

で
は
な
く
奥
の
方
で
じ
わ
じ
わ

進
行
す
る
低
温
や
け
ど
、
う
ま

い
例
え
で
あ
る
。
彼
ら
の
特
徴

の
一
つ
と
し
て
、
明
ら
か
な
悪

い
ポ
イ
ン
ト
が
見
え
に
く
く
、

具
体
的
に
指
摘
し
に
く
い
か

ら
、
意
を
決
し
て
苦
情
を
訴
え

た
と
し
て
も
言
わ
れ
た
本
人
は

ピ
ン
と
こ
な
い
。
周
囲
の
人
に

相
談
し
て
も
、「
そ
う
？
い
い

人
だ
と
思
う
け
ど
」
と
返
さ
れ

て
し
ま
い
、自
己
嫌
悪
に
陥
る
。

そ
ん
な
経
験
の
あ
る
人
も
少
な

く
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

で
は
、
彼
ら
と
ど
う
向
き
合

え
ば
い
い
の
か
。
イ
ラ
イ
ラ
し

た
と
き
に
ど
う
対
処
し
、
ど
の

よ
う
に
心
の
ケ
ア
を
す
る
の

か
。
本
書
で
は
気
持
ち
を
落
ち

着
か
せ
る
瞑
想
法
な
ど
、
例
と

と
も
に
紹
介
す
る
。
実
例
の
多

く
は
職
場
の
人
間
関
係
で
あ
る

が
、
マ
マ
友
や
近
所
付
き
合
い

で
も
同
様
に
対
応
で
き
る
だ
ろ

う
。
ま
た
、
こ
れ
を
機
に
過
去

の
行
動
を
か
え
り
み
て
、
自
分

自
身
が
「
一
見
い
い
人
」
に
な

ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
る
こ

と
も
で
き
る
と
思
う
。

　

著
者
の
下
園
壮
太
氏
は
、
防

衛
大
学
卒
業
後
、
陸
上
自
衛
隊

に
入
隊
し
、
陸
自
初
の
心
理
教

官
と
し
て
20
年
に
わ
た
り
多
く

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
手
が
け

た
。
ま
た
、
自
衛
隊
の
衛
生
隊

員
（
医
師
、
看
護
師
、
救
急
救

命
士
等
）
や
レ
ン
ジ
ャ
ー
隊
員

等
に
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
や
コ
ン

バ
ッ
ト
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
に
つ
い
て
の
指
導
・
教
育
を

行
っ
た
。
２
０
１
５
年
に
退
官

し
、
現
在
は
メ
ン
タ
ル
レ
ス
キ

ュ
ー
協
会
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
と
し
て
、
事
故
や
災
害
な
ど

の
対
処
や
自
殺
後
に
残
さ
れ
た

人
々
の
ケ
ア
な
ど
、
こ
れ
ま
で

現
場
で
培
っ
て
き
た
感
情
ケ
ア

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
広
め
る
活
動
を

し
て
い
る
。
元
自
衛
隊
心
理
教

官
に
よ
る
、
社
会
生
活
を
円
滑

に
営
む
た
め
の
技
術
や
知
恵
が

詰
ま
っ
た
本
。（
高
田
由
起
子
）

 人に振り回されない考え方を持つ
下園 荘太・著
三笠書房・刊

■へこたれてなんかいられない（ジェーン・スー、中央公
論社）雑誌『婦人公論』の連載からの書籍化。思っていた「50
歳女性」とはなんか違う。馬車馬のように働き、ストレス
発散はドラッグストアでの無駄遣い、夫も子どももいない
のに常にバタバタの日々。同世代のみならず、あらゆる世
代の人に力をくれるエッセイ。■ミーツ・ザ・ワールド （金
原ひとみ、集英社文庫）新宿・歌舞伎町の路上で酔い潰れ
て動けなくなっていた由嘉里。声をかけたのはキャバ嬢
のライ。激しく嘔吐し泣く由嘉里をライは自分のマンショ
ンへ連れて帰る。彼女の部屋に居候させてもらえることに
なった由嘉里とライの物語が始まる。■知能とはなにか　
ヒトとAIのあいだ（田口善弘、講談社現代新書）AIが自
我や意識を獲得し、自発的に行動して、人類を排除したり
抹殺したりするようになるだろうか。この命題について著
者はそのような恐れはないと主張する。生成AIをめぐる
混沌とした状況を物理学者が読み解く。■さかのぼり喫茶
おおどけい （内山純、双葉文庫）喫茶おおどけいは、もう
すぐ89歳になるハツ子と孫のハヤテが営む老舗の喫茶店。
ある日、地元を盛り上げる計画が立ち上がったが、集まっ
たのは高齢の親や親戚などに頼まれて渋々参加した女子大
生や会社員たちだった。会合場所のおおどけいを訪れると
大時計の鐘が鳴り、昭和時代へタイムスリップする。昭和
レトロな喫茶物語シリーズ第2弾。■謎は花に埋もれて（宇佐美まこと、光
文社）両親から引き継いだ花屋「フラワーショップ橘」を経営している志奈
子は50歳を過ぎて、聴き込みをきっかけに知り合った刑事の昇司と結婚し
た。物言わぬ花たちが、うやむやにされそうになった事件の死の真相を静か
に語る。花に隠された秘密から人間の感情が炙り出される6編のミステリー。
■通言総籬・仕懸文庫 （いとうせいこう、河出文庫）今年のNHK大河ドラマ
『べらぼう～蔦重栄華乃夢噺～』は江戸時代を舞台に、数多の浮世絵師・作
家の才能を見出して世に送り出した出版人「蔦屋重三郎」の波乱万丈な人生
を描いた物語 。1787年に刊行した洒落本『通言総籬（つうげんそうまがき）』
をいとうせいこうが画期的な現代語訳に。本邦初作家訳し下ろし。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

人
気
連
載
エ
ッ
セ
イ
の
書
籍
化
第
２
弾
。
非
モ
テ
腐
女
子
と
美
貌
キ
ャ
バ
嬢
の
物
語
。

物
理
学
者
が
挑
む
Ａ
Ｉ
知
能
に
つ
い
て
。
昭
和
風
の
喫
茶
店
か
ら
昭
和
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
。
花
が
事
件
の
真
相
へ
と
導
く
短
編
ミ
ス
テ
リ
ー
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

歌
舞
伎
の
３
大
名
作
の
ひ
と

つ
「
義
経
千
本
桜
」。
平
家
滅

亡
後
、
兄
・
頼
朝
か
ら
謀
反
の

疑
い
を
か
け
ら
れ
た
源
義
経
は

都
を
追
わ
れ
る
。
そ
の
あ
と
を

追
う
静
御
前
の
も
と
へ
、
不
思

議
な
味
方
が
や
っ
て
く
る
。
悲

劇
の
貴
公
子
・
源
義
経
を
軸
に
、

生
き
残
っ
た
平
家
の
人
び
と
の

運
命
を
描
い
た
物
語
。

　

有
名
で
も
意
外
と
知
ら
れ
て

い
な
い
物
語
を
、
ね
こ
の
イ
ラ

ス
ト
で
絵
本
に
再
現
し
た
本

書
『
か
ぶ
き
が
わ
か
る
ね
こ
づ

く
し
絵
本
２　

義
経
千
本
桜
』。

「
鳥
居
前
」か
ら「
河
連
法
眼
館
」

ま
で
、
ね
こ
た
ち
が
笑
い
を
、

時
に
は
涙
を
誘
う
演
技
で
、
物

語
世
界
に
い
ざ
な
う
。
表
情
豊

か
に
描
か
れ
た
ネ
コ
た
ち
の
絵

か
ら
、
子
ど
も
が
歌
舞
伎
に
興

味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
り
そ

う
な
本
。
フ
ル
カ
ラ
ー
36
ペ
ー

ジ
。
解
説
は
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー

の
瀧
晴
巳
氏
。
美
し
い
桜
の
季

節
に
読
み
た
い
、
歌
舞
伎
入
門

に
お
す
す
め
の
一
冊
。
ね
こ
づ

く
し
シ
リ
ー
ズ
は
ほ
か
に
『
仮

名
手
本
忠
臣
蔵
』
や
『
菅
原
伝

授
手
習
鑑
』
も
あ
る
。
こ
の
３

部
作
を
読
ん
だ
ら
歌
舞
伎
を
見

に
い
こ
う
。　
　
　
　
（
高
田
）

桜
の
季
節
に
よ
む
歌
舞
伎
入
門

 『義経千本桜』
文と絵・吉田愛
講談社　2017 年

https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.ojfd.com
https://usa.kinokuniya.com/
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装
い
も
軽
や
か
に
な
り
、
春

の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

先
日
は
思
い
が
け
ず
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
ボ
タ
ニ
カ
ル
ガ
ー

デ
ン
を
訪
れ
る
機
会
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。
手
入
れ
の
行
き
届

い
た
植
物
園
を
気
の
向
く
ま

ま
に
歩
い
て
い
る
と
、
可
憐
な

ス
ノ
ー
ド
ロ
ッ
プ
や
ク
ロ
ッ

カ
ス
、
白
い
マ
グ
ノ
リ
ア
の
花

な
ど
、
ま
だ
寒
さ
の
残
る
空
気

の
中
で
ひ
と
足
先
に
早
春
の

花
が
開
花
の
時
期
を
迎
え
て

い
ま
し
た
。

　

中
で
も
ひ
と
き
わ
目
を
惹

い
た
の
が
ペ
ー
パ
ー
ブ
ッ
シ

ュ
の
花
で
す
。
和
名
は
ミ
ツ
マ

タ
、
中
国
名
は
結
香
。
沈
丁
花

科
に
属
す
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
方

原
産
の
低
木
で
す
。
ミ
ツ
マ
タ

と
聞
け
ば
和
紙
を
連
想
さ
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

枝
が
３
つ
に
分
か
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
ミ
ツ
マ
タ
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
、
樹
皮
に
含

ま
れ
る
細
く
強
い
靭
皮
繊
維

は
和
紙
や
紙
幣
の
原
料
に
使

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
花
は
と
て

も
小
さ
な
黄
色
い
花
の
集
合

体
で
、
半
球
形
の
ボ
ン
ボ
ン
の

よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
形
で
す
。

甘
く
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
で
ク
リ

ー
ミ
ー
な
花
の
香
り
は
ジ
ャ

ス
ミ
ン
や
ラ
イ
ラ
ッ
ク
よ
り

マ
イ
ル
ド
で
、
ガ
ー
デ
ニ
ア
よ

り
リ
ッ
チ
な
落
ち
着
い
た
上

等
な
香
り
で
す
。
姿
の
美
し
さ

に
加
え
、
良
い
香
り
が
は
じ
め

て
見
た
ミ
ツ
マ
タ
の
花
の
個

性
を
よ
り
一
層
印
象
深
く
記

憶
に
刻
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
次

は
圧
倒
さ
れ
る
よ
う
な
マ
グ

ノ
リ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
見

頃
の
時
期
に
ま
た
訪
れ
て
み

た
い
も
の
で
す
。
ハ
ッ
ピ
ー
ス

プ
リ
ン
グ
！

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認
定

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ

に
て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ

ス
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン

ケ
ア
製
品
や
精
油
の
調
合
を

実
施
し
て
い
る
。mariko@

maliliko.com www.maliliko.
com

 

香
り
の

パ
ワ
ー
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 絵・古舘みどり

ミ
ツ
マ
タ
の
花

　

横
浜
Ｓ
Ｇ
Ｈ
ス
ー
パ
ー
グ
ロ

ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事
業
の

一
環
と
し
て
、
３
月
26
日
か
ら

30
日
ま
で
横
浜
市
立
南
高
等
学

校
の
２
年
生
４
人
、
１
年
生
２

人
、
教
師
２
人
の
計
８
人
が
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
問
し
た
。
初

日
に
横
浜
市
米
州
事
務
所
を
訪

問
し
、
横
浜
市
出
身
で
ノ
ー
ス

レ
ー
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
社
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
徳

重
真
梨
子
さ
ん
と
対
談
し
た
。

　

徳
重
さ
ん
は
、
日
本
の
紅
白

歌
合
戦
や
Ｎ
Ｙ
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
な
ど
の
舞
台
衣
装
を
手
が

け
る
日
米
の
会
社
で
働
い
た
あ

と
、
Ｎ
Ｙ
の
宝
石
商
の
仕
事
が

き
っ
か
け
で
国
際
ギ
フ
ト
見
本

市
の
Ｎ
Ｙ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
な
ど
で
日
本

製
ギ
フ
ト
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

雑
貨
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
製
品

の
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
と
し
て
現
在
米
国
で
活
躍
し

て
い
る
。
当
日
は
自
身
の
経
験

を
紹
介
し
な
が
ら
生
徒
た
ち
に

勇
気
を
持
っ
て
自
分
の
未
来
に

飛
び
込
ん
で
欲
し
い
と
ア
ド
バ

イ
ス
し
た
。

　

対
談
後
参
加
者
た
ち
か
ら
は

「
夢
を
大
き
く
持
っ
て
行
動
す

る
こ
と
で
具
体
的
に
実
現
が
可

能
だ
と
思
っ
た
」（
和
田
莉
奈

さ
ん
２
年
生
）、「
計
画
性
を
持

ち
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
や

る
べ
き
こ
と
を
や
る
の
が
大
切

だ
と
思
っ
た
」（
黄
雅
希
さ
ん

１
年
生
）、「
自
分
の
感
情
や
関

心
の
あ
る
こ
と
な
ど
自
分
の
信

じ
た
こ
と
を
や
る
の
が
大
切
だ

と
思
っ
た
」（
幸
奈
菜
帆
さ
ん

１
年
生
）、「
自
分
の
や
り
た
い

気
持
ち
を
大
事
に
し
て
勇
気
を

持
っ
て
自
分
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン

を
起
こ
し
た
い
」（
柴
山
莉
央 

さ
ん
２
年
生
）、「
色
々
な
体
験

を
通
し
、
意
欲
的
に
行
動
す
る

こ
と
で
具
体
的
な
目
標
が
持
て

る
の
だ
と
思
っ
た
」（
藤
小
夏

さ
ん
２
年
生
）、「
や
り
た
い
こ

と
は
あ
っ
て
も
ど
こ
か
ら
手
を

出
せ
ば
い
い
の
か
が
分
か
ら
な

か
っ
た
の
は
、
一
歩
踏
み
出
す

行
動
を
自
分
が
起
こ
し
て
い
な

か
っ
た
の
だ
と
知
っ
た
」（
上

田
藍
珂
さ
ん
２
年
生
）
な
ど
の

感
想
が
聞
か
れ
た
。

　

今
回
の
来
米
趣
旨
は
、
多
様

な
文
化
・
価
値
観
を
理
解
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に
立
っ
た

課
題
発
見
解
決
力
、
異
文
化
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
兼
ね

備
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
を
図
る
こ
と
で
、
横
浜
市

が
今
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

一
行
は
国
連
国
際
学
校
で
の
交

流
、
国
連
本
部
見
学
、
地
元
高

校
生
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
生
と

の
懇
談
、
Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館

表
敬
訪
問
、
Ｎ
Ｙ
近
代
美
術
館

（
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ )

見
学
、
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
観
劇

な
ど
盛
り
沢
山
な
体
験
を
し
て

30
日
帰
国
し
た
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

横
浜
市
立
南
高
等
学
校
の
生
徒
６
人

Ｎ
Ｙ
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
研
修「勇気を持って自分の未来に飛び込んで」

徳
重
さ
ん
対
談
で
ア
ド
バ
イ
ス

将
来
の
目
標
に
つ
い
て
徳
重
さ
ん
（
奥
）
と
話
す
生
徒
た
ち
（
３
月
26
日
、横
浜
市
米
州
事
務
所
で
）

http://www.yamagatadental.net/
http://www.idocenter.com
https://yukienatori-newyork.com/
https://kj-artist.jp/
https://www.myhappytummyclub.com/
http://www.maliliko.com
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